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11
月
22
日
に
、
下
本
地
区
に
古
く
か
ら

伝
わ
る
「
逃
げ
餅
」
が
下
本
公
民
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
逃
げ
餅
は
、
戦
国
時
代
に

敵
の
襲
来
を
受
け
、
つ
き
か
け
の
餅
を
持

っ
て
逃
げ
た
の
が
由
来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

初
め
に
蒸
し
た
も
ち
米
を
棒
状
の
き
ね

で
つ
き
、
餅
を
頭
上
に
突
き
上
げ
て
地
面

に
落
と
し
た
り
、
臼
を
倒
し
た
り
し
て
泥

餅
に
し
、
五
穀
豊
穣
を
願
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
区
民
が
臼
を
囲
み
、
蒸
し

上
が
っ
た
も
ち
米
が
臼
に
入
れ
ら
れ
た
途

端
に
区
民
が
奪
い
合
っ
て
逃
げ
る
、
逃
げ

餅
が
あ
り
ま
し
た
。

　

区
民
は
、
食
べ
る
と
幸
福
に
な
る
と
言

わ
れ
て
い
る
こ
の
も
ち
米
を
分
け
合
っ
て

食
べ
、
泥
餅
は
各
家
庭
に
持
ち
帰
っ
て
無

病
息
災
、
家
内
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。                   

今月の PICK UP NEWS !!

餅を突き上げ、無病息災を祈願

１区民らは「ショイショイ」と声を掛けながら棒きねで餅をつき、餅を頭
上高く突き上げました / ２子どもたちも餅つき。大人から子どもへ伝統が
受け継がれています / ３幸福を願い、逃げ餅を分け合って食べました

３２
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今月の表紙は、2018 年１月号～ 12 月号の「お誕

生日おめでとう」コーナーにご応募いただいた

106 人の子どもたちの笑顔です。皆さまのご応募

ありがとうございました。

現在、２月生まれのお子さんを募集中です！たく

さんのご応募をお待ちしています。

今年も皆さまにとって笑顔あふれる年であります

ように。これからも「広報有田」をよろしくお願

いいたします。（31 ページに関連記事掲載）
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、
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た
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ま ち の 話 題

11
25

消防相互応援協定に基づく訓練
消防技術向上と連携強化を図る

▲団員は、日々の訓練で培ったポンプ操法を発揮し、一斉放
水を行いました。

　

町
は
、
消
防
相
互
応
援
協

定
を
結
ん
で
い
る
佐
賀
県
、

長
崎
県
の
６
市
５
町
２
消
防

本
部
と
の
合
同
訓
練
を
、
国

見
湖
畔
公
園
（
山
本
）
で
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
県
境
で
大
規

模
な
林
野
火
災
が
発
生
し
た

と
想
定
し
て
実
施
。
構
成
市
町

等
の
消
防
ポ
ン
プ
車
な
ど
13

台
と
消
防
関
係
者
約
１
０
０

人
が
参
加
し
、
実
災
害
に
備
え

て
消
防
技
術
の
向
上
と
連
携

強
化
を
図
り
ま
し
た
。

11
24

伝えよう！家族の歴史

ふるさとを知り、郷土愛育む

▲大山小学校の横尾楓さんは、「西有田村を支えた人」とい
うタイトルで、自分の曽祖父について発表されました。

　

児
童
が
、
家
族
や
地
域
の

歴
史
を
調
べ
、
学
び
、
ま
と
め
、

伝
え
る
「
伝
え
よ
う
！
家
族

の
歴
史
」
が
九
州
陶
磁
文
化

館
講
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
明
治
有
田
偉
人
博

覧
会
事
業
の
一
環
で
、
子
ど
も

た
ち
が
家
族
や
故
郷
に
つ
い

て
の
学
習
を
通
し
、
郷
土
愛
を

育
む
こ
と
を
目
的
に
実
施
。

　

発
表
会
で
は
、
町
内
の
小

学
６
年
生
代
表
10
人
が
、
自

分
の
先
祖
の
功
績
な
ど
に
つ

い
て
発
表
し
ま
し
た
。

11
21

西有田中学校スクールコンサート

本場のオペラを堪能

▲コンサートではクラシックをはじめ、中学生にも馴染みのあ
る「海の声」や「怪獣のバラード」などが歌われました。

　

西
有
田
中
学
校
で
ス
ク
ー

ル
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
男

性
オ
ペ
ラ
ユ
ニ
ッ
ト
「
Ｔ

ザＨ
Ｅ 

Ｌレ

ジ

ェ

ン

ド

Ｅ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
」
の
皆
さ
ん
が

歌
声
を
届
け
ま
し
た
。

　

生
徒
は
迫
力
あ
る
歌
声
に

驚
き
な
が
ら
、
生
の
オ
ペ
ラ
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

生
徒
会
の
進
藤
円
さ
ん
（
３

年
・
黒
川
）
は
「
迫
力
あ
る
歌

声
で
素
敵
で
し
た
。
手
拍
子
を

し
た
り
、
掛
け
声
を
掛
け
た

り
、
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
し

た
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

11
25

有田町感謝状贈呈式
町貢献者・団体に感謝状

▲防犯ボランティア活動を 10 年以上続けられ、民生分野に
貢献された南善三さん（本町）

　

町
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
・

団
体
の
長
年
の
功
績
を
報
い
、

町
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、「
有
田
町
感
謝

状
贈
呈
式
」
を
有
田
町
体
育

セ
ン
タ
ー
で
執
り
行
い
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
、
民
生
や
教
育

文
化
、
産
業
経
済
分
野
に
お

い
て
長
年
貢
献
さ
れ
た
方
や

町
に
多
大
な
寄
附
を
さ
れ
た

団
体
、
全
１
団
体
・
個
人
29

人
に
、
松
尾
佳
昭
町
長
が
感

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
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松
尾
佳
昭

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
有
田
の
地
を
初
め
て
一
体
的
に
治
め
た
有
田
氏
が
唐
船

城
を
築
い
て
か
ら
８
０
０
年
、
そ
し
て
明
治
維
新
か
ら
１
５
０
年
と

い
う
節
目
の
年
を
迎
え
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
先
人
の
志
を

つ
な
ぐ
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
記
念
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
特
に
11
月
に
は
、「
唐
船
城
築
城
８
０
０
年
記
念
事
業
」
記
念

式
典
を
は
じ
め
、「
秋
の
有
田
陶
磁
器
ま
つ
り
」
と
同
時
期
に
「
明

治
有
田
偉
人
博
覧
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
「
地
域
力
・

文
化
力
」
を
磨
き
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
幸
せ
の
実
現
、
将
来
の
有
田

町
の
基
盤
を
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
、
町
長
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
か
ら
最
初
の
新

年
を
迎
え
ま
し
た
。
町
政
を
担
う
責
任
の
重
さ
を
胸
に
刻
み
、
決
意

を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。「
有
田
町
を
幸
せ
に
す
る
６
つ
の
プ
ラ
ン
」

の
さ
ら
な
る
実
現
に
向
け
て
、
諸
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
平
成
か
ら
新
た
な
元
号
に
変
わ
る
節
目
の
年
で
す
。

　
「
新
し
い
時
代
に
、
新
し
い
風
を
！
」

　

皆
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

平成 31年　新年のごあいさつ
「新しい時代に、新しい風を！」

有
田
町
長
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～
有
田
町
を
「
幸
せ
」
に
す
る
６
つ
の
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
て
～

１
．
子
育
て
す
る
幸
せ

○
子
育
て
支
援

　

昨
年
10
月
に
、
子
育
て
に
関
す
る

施
策
を
一
元
化
し
、
子
育
て
に
必
要

な
情
報
、
相
談
、
サ
ー
ビ
ス
を
広
く

提
供
す
る
た
め
、
子
育
て
支
援
課
を

新
設
し
ま
し
た
。
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
さ
ら
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
子
育
て

世
代
が
い
つ
で
も
集
え
る
場
、
高
齢

福
祉
に
お
い
て
出
て
行
く
場
を
求
め

る
人
、
社
会
で
活
躍
し
た
い
人
が
集

え
る
場
の
地
域
福
祉
・
生
活
支
援
拠

点
と
し
て
高
齢
者
と
幼
児
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
（
仮
称
）
を
平
成
31

年
度
に
整
備
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
通
し
て
、

有
田
町
の
子
育
て
に
関
す
る
計
画
づ

く
り
や
よ
り
よ
い
支
援
の
方
法
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

２
．
幸
せ
な
老
後

○
福
祉
の
向
上

　

第
５
期
障
害
福
祉
計
画
や
第
７
期

介
護
保
険
事
業
計
画
、
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
計
画
な
ど
の
各
種
計
画
に
基
づ

き
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
域
で
の

生
活
を
維
持
す
る
た
め
、
全
て
の
世

代
の
住
民
が
健
康
寿
命
を
伸
ば
し
、

生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
心
豊
か
に
暮

ら
せ
る
よ
う
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。
そ
し
て
、
適
切
か
つ
持
続
可
能

な
医
療
や
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
、
安
心
し
て
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
の
体
制
づ
く
り
の
た
め
、
住
民

主
体
の
通
い
の
場
の
普
及
や
住
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
一
層
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

３
．
働
く
幸
せ

○
商
工
業
の
振
興

　

有
田
焼
の
さ
ら
な
る
振
興
を
図
る

た
め
、
県
、
関
係
機
関
、
団
体
な
ど

と
連
携
を
強
化
し
、
原
材
料
の
確
保

を
は
じ
め
、
多
様
化
す
る
市
場
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
新
商
品
や
新
技
術
の
開

発
、
国
内
外
に
お
け
る
販
路
開
拓
、

人
材
の
確
保
・
後
継
者
育
成
な
ど
の

取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

創
業
の
取
り
組
み
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
有
田
商
工
会
議

所
、
町
内
金
融
機
関
な
ど
と
連
携
を

図
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
の
経
営

の
安
定
化
・
合
理
化
、
各
種
資
金
融

資
制
度
の
活
用
を
促
進
し
な
が
ら
、

経
済
の
活
性
化
と
経
営
基
盤
の
強
化

に
努
め
ま
す
。

○
農
業
の
振
興

　

農
林
業
の
安
定
し
た
生
産
基
盤
と

収
益
増
に
視
点
を
置
き
、
競
争
力
の

あ
る
農
産
物
作
り
や
森
林
整
備
の
促

進
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
就
農
者
、
農
業
後
継

者
や
農
林
業
に
興
味
を
持
つ
人
な

ど
、
将
来
を
担
う
多
彩
な
人
材
の
確

保
・
育
成
の
た
め
の
支
援
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

４
．
幸
せ
な
観
光
地
へ

○
観
光
の
振
興

　

歴
史
、
自
然
、
文
化
な
ど
の
豊
か

な
地
域
資
源
を
生
か
し
た
着
地
型
観

光
・
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
開
発

を
行
う
と
と
も
に
、
観
光
地
と
し
て

の
魅
力
を
高
め
て
い
く
た
め
の
環
境

整
備
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
観
光
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
関
係
機
関
や
周
辺
自
治
体

な
ど
と
連
携
し
て
、
広
域
観
光
体
制

の
充
実
を
図
り
、
通
年
観
光
客
の
増

加
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。さ
ら
に
、

増
加
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

○
ま
ち
な
み
保
存

　

旧
田
代
家
西
洋
館（
有
田
異
人
館
）

が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
明
治
９
年
の
建
築
当
初
の
姿

に
復
元
し
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

旧
田
代
家
西
洋
館
を
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
の
中
心
施
設
と

し
て
、
さ
ら
な
る
活
用
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

５
．
幸
せ
な
町
の
運
営

○
ま
ち
づ
く
り

　

昨
年
の
唐
船
城
築
城
８
０
０
年
記

念
事
業
、
明
治
有
田
偉
人
博
覧
会
は

郷
土
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
す
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
移
住
・
定
住
を
促
進

し
て
い
く
う
え
で
、
町
の
魅
力
、
実

施
し
て
い
る
事
業
の
周
知
、
情
報
の

発
信
を
推
し
進
め
ま
す
。

　

去
る
12
月
、
町
は
国
立
大
学
法
人

佐
賀
大
学
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
教
育
、
産
業
、
ま
ち
づ

く
り
、
観
光
、
医
療
な
ど
の
分
野
で
、

町
の
地
域
資
源
や
大
学
の
知
見
な
ど

を
最
大
限
に
活
か
し
、
連
携
可
能
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

○
道
路
・
河
川
の
整
備

　

現
在
着
手
し
て
い
る
国
道
２
０
２

号
線
の
蔵
宿
地
区
の
歩
道
整
備
は
、

平
成
31
年
度
に
竣
工
予
定
で
す
。
下

山
谷
地
区
の
歩
道
整
備
も
継
続
し
て

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
国
庫
補
助
事
業
を
活
用
し

て
、
都
市
計
画
道
路
の
町
道
な
ど
の

早
期
完
了
を
目
指
し
て
取
り
組
み
、

橋
梁
保
全
、
道
路
防
災
に
努
め
、
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
全
と
信
頼
性

の
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

河
川
に
つ
い
て
は
、
二
級
河
川
有

田
川
の
「
有
田
川
総
合
開
発
事
業

（
猿
川
ダ
ム
）」
中
止
に
伴
い
、
治
水
・

洪
水
調
節
機
能
を
補
完
す
る
た
め
、

平
成
31
年
度
は
、
戸
矢
・
大
野
地
区

の
整
備
を
継
続
す
る
予
定
で
す
。

○
ふ
る
さ
と
納
税

　

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
意
識
も
高

ま
り
、
年
々
、
件
数
・
寄
附
額
も
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ま
ち
づ

く
り
の
重
要
な
財
源
と
な
り
、
未
来

を
担
う
人
づ
く
り
、
地
域
福
祉
の
向

上
な
ど
に
役
立
て
い
ま
す
。

　

お
礼
の
品
に
つ
い
て
は
、
町
内
企

業
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
新
商

品
や
有
田
の
産
業
の
Ｐ
Ｒ
の
場
と

し
て
も
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
商
工
業
・
農
業
の
振
興
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

６
．
学
び
楽
し
む
幸
せ

○
教
育

　
「
世
界
に
誇
れ
る
ま
ち 

有
田
」
を

つ
く
り
、
地
域
を
支
え
、
豊
か
な
伝

統
・
文
化
を
継
承
し
て
い
く
「
人
」

づ
く
り
を
す
る
た
め
、
新
し
く
制
定

し
た
「
有
田
町
教
育
大
綱
」
に
基
づ

き
教
育
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

有
田
町
で
は
県
内
に
先
駆
け
、
小

学
校
５･

６
年
生
に
お
け
る
小
学
校

英
語
の
教
科
化
と
３･

４
年
生
の
外

国
語
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
な
教

育
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
猛
暑
対
策

と
し
て
町
内
全
小
中
学
校
の
教
室

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
や
、
大
山
小
学

校
の
フ
ェ
ン
ス
工
事
を
行
い
ま
す
。
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第
14
回
秋
の
有
田
陶
磁
器
ま
つ
り

が
、〝
食
と
器
で
お
も
て
な
し
〟

を
テ
ー
マ
に
、
11
月
21
日
か
ら
25
日
に
か

け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
約
17
万
人
が
有
田
を
訪
れ
、

町
内
の
各
商
店
会
や
ア
リ
タ
セ
ラ
な
ど

を
会
場
と
し
て
、
期
間
中
は
各
地
で
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
の
は
、
泉
山

磁
石
場
で
開
催
さ
れ
た
オ
ペ
ラ
ユ
ニ
ッ
ト

「
Ｔ
ザＨ

Ｅ 

Ｌレ

ジ

ェ

ン

ド

Ｅ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
」
の
皆
さ
ん
に

よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
。
自
然
の
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル
と
な
っ
た
泉
山
磁
石
場
に
迫

力
あ
る
歌
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
ア
ン

コ
ー
ル
で
は
「
有
田
音
頭
チ
ロ
リ
ン
節
」

が
歌
わ
れ
、
馴
染
み
の
あ
る
メ
ロ
デ
ィ
に

観
客
か
ら
は
手
拍
子
が
起
こ
り
、
大
変
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

期
間
中
に
は
、
明
治
維
新
１
５
０
年
を

記
念
し
て
開
催
中
の
「
明
治
有
田
偉
人
博

覧
会
」
事
業
の
一
環
で
、「
有
田
銘
菓
『
茶

わ
ん
最
中
』
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
な

ま
す
皿
の
旅
路
」な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

窯
元
で
薪
窯
焚
き
を
公
開
す
る
「
焱
の

響
演
薪
窯
め
ぐ
り
」
や
子
ど
も
た
ち
が
名

所
を
案
内
す
る
「
有
田
ま
ち
な
か
案
内
ジ

ュ
ニ
ア
隊
」、
飲
食
店
に
よ
る
期
間
限
定

メ
ニ
ュ
ー
な
ど
、
各
所
工
夫
を
凝
ら
し
た

お
も
て
な
し
に
来
場
者
も
楽
し
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

の有田陶磁器まつり

第 14回秋 食と器でおもてなし

THE LEGEND によるオープニングミニコンサート
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▲内山地区の空き店舗などを活用して行われた「うちやま百貨
店」。雑貨やカフェ、ワークショップなどが出店しました。

▲江戸時代から明治にかけて有田で生産され、北海道などで使
われていた当時のなます皿を使い、三平汁が振舞われました。

▲「茶わん最中」が装い新たに復活。まちのオフィス春陽堂で
の期間限定カフェやトークショーが行われました。

▲フランスの人間国宝の作品と有田の人間国宝や県内の陶芸作
家の作品がコラボレーションした「ワザノワ会議」。

来場客はお気に入りのやきものを探していました

有田まちなか案内ジュニア隊による観光ガイド

アリタセラで行われた餅つき

焱の響演 薪窯めぐり有田異人館で行われた有田陶芸協会展

きものでありたさんぽ（11 月 17 日には人力車がやってきました）

ARITA 2019.17



食と農業まつり
　
「
第
６
回
有
田
・
食
と
農
業
ま
つ
り
」
が
11
月

25
日
、
役
場
と
体
育
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
周
辺
地
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
の
協
力
に
よ
る
地
元
新
鮮
野
菜
を

使
っ
た
１
０
０
０
人
分
の
「
元
気
鍋
」
や
、
婦
人

会
と
Ｊ
Ａ
青
年
部
の
協
力
に
よ
る
つ
き
た
て
の
餅

の
振
る
舞
い
は
、
今
年
も
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の

大
盛
況
で
し
た
。
ま
た
、
生
産
者
が
丹
精
込
め
て

育
て
た
農
産
物
を
集
め
た
「
農
産
物
品
評
会
・
即

売
会
」
で
は
、
即
売
会
開
始
と
同
時
に
地
元
の
お

い
し
い
野
菜
を
求
め
て
多
く
の
方
が
押
し
寄
せ
、

あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
し
ま
し
た
。

　

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
木
工
体
験
や
寄
せ
植
え

体
験
、
動
物
ふ
れ
あ
い
体
験
な
ど
の
ほ
か
、
そ
ば

打
ち
体
験
や
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
、
災
害
時

に
役
立
つ
棚
田
米
を
使
っ
た
炊
飯
体
験
な
ど
、
食

に
ま
つ
わ
る
体
験
も
充
実
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、「
有
田
産
農
産
物
マ
ス
コ
ッ
ト
『
ビ
ッ

キ
ー
』
ど
ん
ぶ
り
」
が
も
ら
え
る
子
ど
も
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
を
実
施
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

各
所
に
設
け
ら
れ
た
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
楽
し

み
な
が
ら
、
会
場
内
を
巡
り
ま
し
た
。

　

体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
に
は
、
町
内
外
か
ら
12
団
体
約
１
４
０
人
が
出

演
し
、
歌
や
ダ
ン
ス
、
楽
器
の
演
奏
な
ど
で
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

11
月
24
日
に
は
、
前
夜
祭
「
棚
田
横
丁
」
が
役

場
町
民
ロ
ビ
ー
前
広
場
で
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は

出
店
者
自
慢
の
料
理
を
食
べ
な
が
ら
、
話
に
花
を

咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

有
田

第６回
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優秀賞「ブロッコリー」　
岩永 正俊さん（下本）

最優秀賞「しょうが」　
二ノ瀬営農組合さん

優秀賞「自然薯」　
堀 秀紀さん（二ノ瀬）

優良賞「きゅうり」　
佐藤 哲也さん（大木宿）

優良賞「さといも」　
田代 和敏さん（戸矢）

優良賞「キヌサヤ」　
北川 利和さん（上山谷）

～農産物品評会入賞者～
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１
月
３
日　

焱
の
博
記
念
堂
で
成
人
式
を

開
催
。新
成
人
２
６
９
人
の
門
出
を
祝
う
。

６
日　

焱
の
博
記
念
堂
で
新
年
席
書
会
を

開
催
。
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
69
人
が
参

加
し
、日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
た
。

８
日　

焱
の
博
記
念
堂
で
消
防
出
初
式
が

開
催
さ
れ
、
町
内
の
消
防
団
員
４
５
５
人

が
出
席
。

２
月
10
日　
「
第
14
回
有
田
雛ひ

い
なの

や
き
も

の
ま
つ
り
」
が
開
催
（
３
月
18
日
ま
で
）。

28
日　

有
田
小
学
校
の
新
校
舎
が
完
成
。

３
月
10
日
に
は
新
校
舎
見
学
会
が
行
わ

れ
、
町
民
に
お
披
露
目
さ
れ
た
。

３
月
４
日　
「
女
性
フ
ェ
ス
タ
in
有
田
」

を
焱
の
博
記
念
堂
で
開
催
。

11
日　

岩
永
義
次
さ
ん
（
下
本
）
が
Ｍ
55

ク
ラ
ス
（
55
歳
～
59
歳
）
10 

km
で
日
本
記

録
を
樹
立
。

23
日　
「
第
90
回
記
念
選
抜
高
等
学
校
野

球
大
会
」（
春
の
甲
子
園
）
に
21
世
紀
枠
推

薦
校
と
し
て
、
伊
万
里
高
等
学
校
が
初
出

場
。

24
日　

奈
良
大
学
の
千
田
嘉
博
教
授
を
招

き
、「
中
世
城
郭
と
唐
船
城
」
と
題
し
て
、

焱
の
博
記
念
堂
で
「
唐
船
城
築
城
８
０
０

年
記
念
事
業 

記
念
講
演
会
」
を
開
催
。

唐
船
城
築
城
８
０
０
年
記
念
事
業
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
も
発
表
さ
れ
た
。

７
月　

２
０
１
８
年
の
夏
は
全
国
的
に
猛

暑
と
な
っ
た
。
こ
の
影
響
で
、
７
月
29
日

に
予
定
さ
れ
て
い
た
町
民
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

前
期
大
会
が
中
止
と
な
っ
た
。

28
日　
「
親
子
で
よ
ろ
い
・
か
ぶ
と
づ
く

り
」
が
役
場
町
民
ロ
ビ
ー
で
実
施
。
親
子

連
れ
な
ど
50
人
が
参
加
し
、
ダ
ン
ボ
ー
ル

を
使
っ
て
よ
ろ
い
・
か
ぶ
と
を
制
作
し
た
。

８
月
２
日　

第
12
代
有
田
町
国
際
交
流

員
の
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ペ
ー
タ
ー
・
サ
ド
フ

ス
キ
ー
さ
ん
が
、
３
年
間
の
任
期
を
終
え

退
任
。

８
日　

ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
・
ホ
イ

ザ
さ
ん
が
第
13
代
有
田
町
国
際
交
流
員
に

就
任
。

11
日　
「
第
８
回
有
田
夏
祭
り
納
涼
花
火
大

会
」
が
歴
史
と
文
化
の
森
公
園
で
開
催
。

25
日　

地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た

め
、「
有
田
町
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議

会
」
を
設
立
。

31
日　

初
代
有
田
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
佐
々
木
元
康
さ
ん
が
、
３
年
間
の
任
期

を
終
え
退
任
。

９
月
２
日　

明
治
維
新
１
５
０
年
を
記
念

し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
「
肥
前
さ
が
幕
末

維
新
博
覧
会
」
の
一
環
で
、「
有
田
の
日
」

が
佐
賀
市
で
開
催
。
皿
踊
り
や
碗
琴
の
演

奏
な
ど
で
有
田
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

2018 年は皆さんにとってどんな年でしたか。
ここでは町の出来事とともに１年間を振り返ってみます。
新年も皆さんにとって素晴らしい１年になりますように。

▲平成 30 年有田町成人式

▲ 親子でよろい・かぶとづくり▲ SAGA SANTA SUMMIT 2018 in 有田

▲ 有田小学校新校舎

▲ 「有田の日」での皿踊り

▲ 唐船城築城 800 年記念事業記念講演会

▲ 有田町自主防災組織連絡協議会

１
月

２
月

３
月

７
月

８
月

９
月
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４
月
１
日　
「
ひ
と
が
つ
な
が
り 

ひ
と
が

つ
ど
う 

世
界
に
誇
れ
る
ま
ち 

有
田
」
を

将
来
像
と
し
、
今
後
10
カ
年
の
ま
ち
づ
く

り
の
根
幹
と
な
る
「
第
２
次
有
田
町
総
合

計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
。

８
日　

有
田
町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙
執

行
。
松
尾
佳
昭
町
長
が
就
任
し
、
新
体
制

が
ス
タ
ー
ト
。

29
日　
「
第
１
１
５
回
有
田
陶
器
市
」
が

始
ま
る
（
５
月
５
日
ま
で
）。
１
２
４
万
人

が
来
場
。

29
日　
「
第
１
１
５
回
有
田
国
際
陶
磁

展
」
を
開
催
（
５
月
６
日
ま
で
）。

５
月
４
日　

有
田
焼
の
陶
祖 
李
参
平
の

偉
業
に
感
謝
し
、「
陶
祖
祭
」
が
陶
山
神

社
で
開
催
。

12
日　

旧
日
本
海
軍
の
第
28
代
連
合
艦

隊
司
令
長
官
、
古
賀
峯
一
元
帥
の
慰
霊
祭

が
陶
山
神
社
で
開
催
。

26
日　

第
12
回
ほ
た
る
ま
つ
り
が
東
出

張
所
駐
車
場
で
開
催
。

６
月
１
日　

福
田
政
美
副
町
長
が
就
任
。

28
日　

台
風
７
号
や
梅
雨
前
線
の
影
響
で

６
月
28
日
か
ら
７
月
８
日
に
か
け
て
、
西

日
本
を
中
心
に
、
全
国
的
に
豪
雨
が
降
り

続
い
た
。
７
月
９
日
に
気
象
庁
が
「
平
成

30
年
７
月
豪
雨
」
と
命
名
。
町
内
で
も
浸

水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
被
害
が
あ
っ
た
。

10
月
８
日　
「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ 

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ 

２
０
１
８ 

ｉ
ｎ 

有
田
」

が
開
催
さ
れ
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
国
際
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
協
会
公
認
の
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
15
人
が
有
田
町
を
訪
問
。

20
日
・
27
日　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」

で
２
週
に
わ
た
っ
て
有
田
が
紹
介
。

21
日　
「
第
60
回
有
田
皿
山
ま
つ
り
」
が

開
催
。
当
番
区
は
五
区
。

27
日　
「
有
田
町
文
化
祭
」
を
町
内
各
所

で
開
催
（
11
月
18
日
ま
で
）。

28
日　

町
民
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
期
大
会

を
開
催
。

11
月
３
日
・
４
日　

唐
船
城
築
城
８
０
０

年
を
記
念
し
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
唐
船
城

址
駐
車
場
で
開
催
。

11
日　

焱
の
博
記
念
堂
で
唐
船
城
築
城

８
０
０
年
記
念
式
典
を
開
催
。

15
日　

庄
村
健
さ
ん
（
赤
絵
町
）
が
「
現

代
の
名
工
」
に
認
定
。

21
日　
「
第
14
回
秋
の
有
田
陶
磁
器
ま
つ

り
」
開
催
（
25
日
ま
で
）。

25
日　
「
第
６
回
有
田
・
食
と
農
業
ま
つ

り
」
を
役
場
と
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

12
月
13
日　

佐
賀
大
学
と
包
括
連
携
協

定
を
締
結
。

25
日　

旧
田
代
家
西
洋
館
（
有
田
異
人
館
）

が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
。

▲ 第 115 回有田陶器市

▲ SAGA SANTA SUMMIT 2018 in 有田

▲ 陶祖祭

▲唐船城築城 800 年記念プレイベント

▲ 第 12 回ほたるまつり

▲佐賀大学との包括連携協定締結式

年を振り返る2018
４
月

５
月

６
月

10
月

11
月2018 年
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表彰

全
国
少
年
補
導
栄
誉

沖
田 

末
美
さ
ん

　

有
田
地
区
少
年
補
導
員
連
絡
協
議
会
の

沖
田
末
美
さ
ん
（
北
ノ
川
内
）
が
全
国
少
年

補
導
栄
誉
銅
章
を
受
章
さ
れ
、
11
月
25
日

に
開
催
さ
れ
た
「
子
ど
も
若
者
育
成
支
援

県
民
大
会
」
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

沖
田
さ
ん
は
少
年
補
導
員
と
し
て
38
年

に
わ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
や
街

頭
指
導
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

受
章
に
あ
た
り
「
地
域
の
子
ど
も
た
ち

が
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
巻
き
込
ま
れ
る
前

に
問
題
を
早
期
発
見
し
、
支
援
を
す
る
こ

と
が
私
た
ち
の
役
割
で
あ
り
、
学
校
と
地

域
の
警
察
、
少
年
補
導
員
で
連
携
す
る
こ

と
で
犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
次
代
を
担
う
少
年
が

明
る
く
健
や
か
に
育
つ
よ
う
に
非
行
の
な

い
、
犯
罪
被
害
に
あ
わ
な
い
安
心
・
安
全

な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も

協
力
し
て
い
き
た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

百歳祝

百
歳
祝
い

德
永
キ
ク
エ
さ
ん

　

11
月
28
日
に
德
永
キ
ク
エ
さ
ん（
赤
坂
）

が
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
、
11
月
29
日
に

有
料
老
人
ホ
ー
ム 

爽
風
館
（
武
雄
市
）
で

町
か
ら
「
祝
百
寿
」
と
書
か
れ
た
書
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　

長
生
き
の
秘
訣
は
「『
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
』
と
感
謝
し
て
毎
日
を
過
ご
す

こ
と
」
と
話
す
キ
ク
エ
さ
ん
。

　

当
日
は
ご
家
族
が
駆
け
つ
け
ら
れ
、「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
、
長
生
き
し
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
」
と
の
言
葉
に
、
キ
ク
エ
さ
ん
は

笑
顔
で
応
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

キ
ク
エ
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

表彰

現
代
の
名
工
に

庄
村 

健
さ
ん

　

工
業
技
術
や
伝
統
工
芸
な
ど
の
優
れ
た

技
能
者
を
表
彰
す
る
「
現
代
の
名
工
」
に
、

晩
香
窯
庄
健
の
庄
村
健
さ
ん
（
赤
絵
町
）

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

庄
村
さ
ん
は
、昭
和
44
年
か
ら
６
年
間
、

人
間
国
宝 

井
上

二
さ
ん
に
師
事
し
て

ろ
く
ろ
の
技
術
を
磨
き
、
昭
和
59
年
に
一

級
陶
磁
器
技
能
士
を
取
得
。「
見
た
人
の

心
が
穏
や
か
に
な
る
よ
う
な
も
の
を
」
と

の
思
い
で
作
品
に
取
り
組
み
、
日
本
伝
統

工
芸
展 

文
部
大
臣
賞
を
は
じ
め
、
数
々

の
公
募
展
で
入
賞
を
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
認
定
を
受
け
、「
技
術
の
保
存
・

継
承
の
た
め
に
も
、
若
い
人
に
伝
え
て
い

く
の
が
使
命
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。
２
年
前
か
ら
は
「
も
の
づ

く
り
マ
イ
ス
タ
ー
」
と
し
て
県
内
の
学
校

で
ろ
く
ろ
の
指
導
に
あ
た
り
、
子
ど
も
た

ち
に
作
る
喜
び
を
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～

宝くじ
助成

平
成
30
年
度
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ

の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
将
来
の

地
域
防
災
を
担
う
人
材
育
成
に
資
す
る
た

め
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と

し
て
実
施
し
て
い
る
助
成
事
業
で
す
。

　

今
回
、
初
期
消
火
訓
練
用
資
器
材
と
し

て
消
火
訓
練
用
水
消
火
器
、
防
火
防
災
訓

練
用
資
器
材
と
し
て
イ
ー
ジ
ー
ア
ッ
プ
テ

ン
ト
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。
12
月
15
日
に
は
、
有
田
中

部
球
友
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
桜
ヶ
丘
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
お
よ
び
西
有
田
球
友
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
に
イ
ー
ジ
ー
ア
ッ
プ
テ
ン
ト
が

交
付
さ
れ
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
消
防
防

災
実
践
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

▲イージーアップテント
を受け取った有田中部
球友少年消防クラブの
皆さん
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町からのお知らせ行政ナビ１ 町からのお知らせ行政ナビ月

■  町交際費 11 月 ■

項　目 金　額 備　考

会　費 22,000 円 農業委員会懇親会会費ほか３件

弔慰金 5,000 円 西地区戦没者追悼式供花料

雑　費 24,192 円
東京有田会総会・懇親会特産品
寄贈

合　計 51,192 円

詳しくは▶総務課　☎ 46・2111

　有田町消防団第３分団第２部１号機械班
（黒川）と第４分団第４部１号機械班（立部）

の可搬ポンプ付き積載車が更新配備され、11
月 30 日に役場前で交付式が行われました。
　今回の更新配備を通して、今後ますます
の消防力向上が期待されます。

消防団積載車交付式

第３分団第２部の皆さん

第４分団第４部の皆さん

非常勤
職員
登録

職
種
▼
一
般
事
務
、
調
理
員
、
保
育
士
、

学
校
図
書
館
司
書
、
用
務
員
、
保
健
師
、

看
護
師
、
特
別
支
援
員
な
ど

勤
務
先
▼
町
内
の
公
共
施
設

登
録
期
間
▼
平
成
31
年
度

登
録
資
格
▼
事
務
職
は
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン

操
作
、
保
育
士
・
保
健
師
・
看
護
師
は
資

格
が
必
要
で
す
。

採
用
▼
雇
用
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
登

録
者
に
連
絡
し
、面
接
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
欠
員
な
ど
が
な
い
場
合
は
、
登
録
を
し

一
般
職
非
常
勤
職
員
に
登
録
し
ま
せ
ん
か

て
も
採
用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

登
録
方
法
▼
市
販
の
履
歴
書
に
希
望
す
る

職
種
・
資
格
な
ど
を
記
入
し
、
写
真
を
貼

付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
調
理
員
、
司
書
、
用
務
員
を
希
望
さ
れ

る
方
は
学
校
教
育
課
（
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
）
へ
、
そ
れ
以
外
を
希
望
さ
れ
る

方
は
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
受
付
期
間
▼

１
月
７
日
（
月
）
か
ら
随
時
受
付

詳
し
く
は
▼
総
務
課　

☎
46
・
２
１
１
１

統
計
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

募集
　

町
は
、
各
種
統
計
調
査
に
従
事
し
て
い

た
だ
く
調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご

応
募
い
た
だ
い
た
方
は
、
町
の
登
録
調
査

員
と
し
て
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

仕
事
内
容
▼

・ 

統
計
調
査
事
務
説
明
会
へ
の
出
席
。

・ 

調
査
票
の
記
入
を
事
業
所
や
世
帯
に
依

頼
し
、
後
日
回
収
す
る
。

・ 

調
査
票
の
内
容
を
点
検
し
、
町
や
県
に

提
出
す
る
。

応
募
条
件
▼

・ 

町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

・ 

責
任
と
熱
意
を
持
っ
て
調
査
の
事
務
を

遂
行
で
き
る
方

・ 

秘
密
の
保
護
に
関
し
信
頼
の
お
け
る
方

・ 

選
挙
、
警
察
、
税
務
に
直
接
関
係
の
な

い
方

報
酬
▼
国
が
定
め
る
額
の
手
当
て
を
支
給

応
募
方
法
▼
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
ま
ち
づ
く
り
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
応
募
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
ま
ち
づ
く
り
課

　

☎
46
・
２
９
９
０

入札

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

　

町
が
発
注
す
る
、
平
成
31
・
32
年
度
の

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
な
ど
の
業
務
、
物
品
の
購
入
・
役
務
の

提
供
な
ど
の
競
争
入
札
へ
の
申
請
受
付

は
、
１
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

提
出
書
類
や
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
財
政
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
締
切
▼
１
月
31
日
（
木
）

詳
し
く
は
▼
財
政
課　

☎
46
・
２
０
０
３

受
付
は
１
月
末
ま
で
で
す
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行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

届
出
が
必
要
で
す
！

固定
資産税

　

固
定
資
産
税

は
、
毎
年
１
月

１
日
（
賦
課
期

日
）
に
存
在
す

る
土
地
・
家
屋
・

償
却
資
産
が
課

平成 31 年１月１日

取り壊し

取り壊し

税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
家
屋
を
１
月
１
日
ま
で

に
取
り
壊
し
た
場
合
、
次
年
度
は
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
速
や
か
に
「
家
屋
滅
失

届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
平
成
31

年
１
月
２
日
以
降
に
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と

き
は
、
平
成
31
年
度
ま
で
課
税
さ
れ
ま
す
）。

　

な
お
、
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
に
つ
い

て
は
、法
務
局
で
滅
失
登
記
が
必
要
で
す
。

■
住
宅
用
地
と
の
関
係

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
居
住
用
家
屋
が

存
在
す
る
住
宅
用
地
に
は
、
そ
の
税
負
担

を
軽
減
す
る
特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
て
い

ま
す
（
１
戸
あ
た
り
２
０
０
㎡
ま
で
は
６

分
の
１
、２
０
０
㎡
を
超
え
た
分
は
３
分

の
１
の
額
）。

　

し
た
が
っ
て
、
そ
の
家
屋
を
取
り
壊
し

た
場
合
、
住
宅
用
地
に
対
す
る
特
例
が
外

れ
る
こ
と
に
な
り
、
宅
地
の
税
額
は
上
が

り
ま
す
。

※
「
家
屋
滅
失
届
」
の
様
式
は
、
税
務
課

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で

き
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
税
務
課　

☎
46
・
２
７
３
６

課税対象外

課税対象

平成 31 年度固定資産税

参
加
費
▼
無
料

申
込
方
法
▼

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
ま
ち

づ
く
り
課
内
「
有
田
女
性
ま
つ
り
実
行
委

員
会
」へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
可
）

申
込
書
▼
役
場
、
東
出
張
所
、
ま
た
は
福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
有
田
女
性
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
ま
ち
づ
く
り
課
内
）
☎
46
・
２
９
９
０

46
・
２
１
０
０

 m
achidukuri@

tow
n.arita.lg.jp

　

有
田
女
性
ま
つ
り
実
行
委
員
会
は
、「
女

性
フ
ェ
ス
タ
in
有
田
」
で
実
施
す
る
「
赤

ち
ゃ
ん
は
い
は
い
レ
ー
ス
」
の
出
場
者
を

募
集
し
ま
す
。

日
時
▼
３
月
３
日
（
日
）

・ 

受
付　
　
　

12
時
30
分
～
13
時

・ 

競
技
開
始　

13
時
30
分
（
予
定
）

場
所
▼
焱
の
博
記
念
堂

参
加
資
格
▼

・ 

立
ち
歩
き
を
し
な
い
１
歳
未
満
の
乳
児

・ 

町
内
在
住
者
、
ま
た
は
そ
の
親
族

レ
ー
ス
内
容
▼

・ 

Ａ
＝
は
い
は
い
ビ
ギ
ナ
ー
コ
ー
ス

・ 

Ｂ
＝
は
い
は
い
ベ
テ
ラ
ン
コ
ー
ス

（
応
募
者
を
ビ
ギ
ナ
ー
・
ベ
テ
ラ
ン
コ
ー
ス

に
分
け
、
各
コ
ー
ス
５
人
ず
つ
の
３
レ
ー
ス

で
予
選
・
決
勝
を
行
い
ま
す
。）

・ 

コ
ー
ス
は
４
ｍ
で
、
制
限
時
間
１
分

・ 

途
中
歩
い
た
場
合
は
失
格

募
集
人
数
▼
各
コ
ー
ス
15
人

賞
品
▼

・ 

ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
＝
各
コ
ー
ス
の
優
勝

者
・ 

参
加
賞
＝
全
員

募
集
締
切
▼
２
月
15
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

女
性
フ
ェ
ス
タ
in
有
田

「
赤
ち
ゃ
ん
は
い
は
い
レ
ー
ス
」
出
場
者
募
集

募集

FAX

▲ 昨年の「赤ちゃんはいはいレース」の様子

add
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町からのお知らせ行政ナビ１ 町からのお知らせ行政ナビ月

■
償
却
資
産
と
は

　

個
人
や
法
人
で
工
場
や
商
店
を
営
ん
で

い
る
方
や
駐
車
場
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
貸

し
付
け
て
い
る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た
め

に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
土
地
・
家
屋
以

外
の
構
築
物
、
機
械
、
工
具
、
器
具
、
備

品
な
ど
の
有
形
の
固
定
資
産
を
償
却
資
産

と
い
い
、
土
地
・
家
屋
と
同
じ
よ
う
に
固

定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
申
告
の
対
象
と
な
る
資
産

　

平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
、
町
内
に
お

い
て
、
事
業
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
資
産
で
す
。
償
却
資
産
例
は
、
左
記
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
告
が
必
要
な
方

　

平
成
31
年
1
月
1
日
現
在
、
町
内
に
償

却
資
産
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

な
お
、
償
却
資
産
を
他
に
賃
貸
し
て
い
る

方
も
申
告
が
必
要
で
す
。

※
前
年
中
に
資
産
の
増
減
が
な
い
場
合
で

も
、
申
告
書
備
考
欄
に
「
増
減
な
し
」

と
記
載
し
て
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
償
却
資
産
を
お
持
ち
で
な
い
場

合
や
廃
業
・
移
転
な
ど
で
全
て
の
資
産
が

減
少
し
た
場
合
も
、
申
告
書
備
考
欄
に
そ

の
旨
記
載
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
の
対
象
と
な
ら
な
い
資
産

　

次
の
よ
う
な
資
産
は
課
税
対
象
に
な
ら

な
い
の
で
、申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・ 

自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
る
自
動
車
、

軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
る
原
動

機
付
自
転
車
、
軽
自
動
車
、
小
型
特
殊

自
動
車
お
よ
び
二
輪
の
小
型
自
動
車

・ 

無
形
固
定
資
産
（
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、
特

許
権
、
営
業
権
な
ど
）

・ 

繰
延
資
産

・ 

耐
用
年
数
が
１
年
未
満
ま
た
は
取
得
価

額
が
10
万
円
未
満
の
資
産
で
、
一
時
に

損
金
算
入
し
た
も
の

・ 

取
得
価
額
が
20
万
円
未
満
の
資
産
で
、

一
括
し
て
３
年
間
で
償
却
す
る
も
の

（
一
括
償
却
資
産
）

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
・
法
人
番
号
）

の
記
載
に
つ
い
て

　

個
人
の
方
は
12
桁
の
個
人
番
号
を
、
法

人
に
あ
っ
て
は
13
桁
の
法
人
番
号
を
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。

■
ｅエ
ル
タ
ッ
ク
ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
電
子
申
告
が
可
能

　

償
却
資
産
の
申
告
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
電
子
申
告
が
で
き
ま
す
。

　

利
用
す
る
際
に
は
、
認
証
局
が
発
行

す
る
電
子
証
明
書
に
よ
る
電
子
署
名
が

必
要
で
す
。
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.eltax.jp/

）
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
書
の
様
式
に
つ
い
て

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→

く
ら
し
の
情
報
→
税
金
→
固
定
資
産
税
）
か

ら
「
償
却
資
産
申
告
書
様
式
」
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
告
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

☎
46
・
２
７
３
６

業　種 該当する償却資産例

各業種
共通

舗装路面、門、塀、外灯、ネオンサイン、看板、
応接セット、キャビネット、ロッカー、金庫、
パソコン、コピー機、テレビ、レジスター、
エアコン、LAN 配線、自動販売機、太陽光発
電設備など

窯業
電気炉、ガス炉、焼成装置、集塵機、ろくろ、
コンプレッサーなど

農業
ビニールハウス、最高時速が毎時 35 ㎞以上の
農耕作業用自動車など

不動産
貸付業

アスファルト舗装、フェンス、ゴミ置場、自
転車置場、緑化施設、外灯、受変電設備、発
電機設備など

医業
各種医療機器（ベッド、手術台、Ｘ線装置、心電計、
レントゲン装置、歯科診療ユニットなど）

理容・
美容業

理容・美容椅子、タオル蒸器、パーマ器、サ
インポールなど

小売業 陳列棚、陳列ケース、冷蔵庫、冷凍庫など

飲食業
カウンター、室内装飾品、厨房設備、放送設備、
カラオケ機器、冷蔵庫、冷凍庫など

娯楽業
ゲーム機、パチンコ台、パチスロ台、両替機、
玉貸機など

ガソリン
スタンド

ガソリン計量器、リフト、充電器、洗車機、
照明設備、地下タンク、独立キャノピーなど

製造業
受変電設備、製造加工設備、タンク、受水槽、
煙突、ベルトコンベアー、プレス機、旋盤、
測定工具、検査工具など

クリー
ニング業

洗濯機、脱水機、乾燥機、プレス機、ミシン、
ボイラー、ビニール包装設備など

建設業
大型特殊自動車（ブルドーザー、油圧ショベル
など）、ミキサー、コンクリートカッターなど

申告期間

１/ ４（金）

1  /   31（木）

固定資産（償却資産）の
申告をお忘れなく！

12 月中旬に申告書を送付しました ～
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行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
関
す
る
お
知
ら
せ

個人
番号

■
確
定
申
告
の
電
子
申
請
（
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
）

で
利
用
す
る
た
め
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
申
請
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
へ

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
交
付
申
請

を
行
っ
て
か
ら
受
け
取
り
ま
で
に
１
カ
月

程
か
か
り
ま
す
の
で
、
余
裕
を
持
っ
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
て
、

ま
だ
受
け
取
ら
れ
て
い
な
い
方
へ

　

受
け
取
ら
れ
て
い
な
い
カ
ー
ド
に
つ
い

て
は
、
受
け
取
り
を
促
す
お
知
ら
せ
を
お

送
り
し
た
後
、
一
定
期
間
経
過
後
に
廃
棄

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
廃

棄
後
に
申
請
を
さ
れ
る
場
合
は
手
数
料
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の

受
け
取
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
取
場
所
▼
住
民
環
境
課
（
本
庁
の
み
）

受
取
日
時
▼
８
時
30
分
～
17
時

※
土
曜
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
。

持
参
品
▼
通
知
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
交
付
・
電
子
証
明
書
発
行
通
知
兼
照
会

書
、
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
の
み
）

※
原
則
、
本
人
受
け
取
り
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
住
民
環
境
課

　

☎
46
・
２
１
１
４

高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

後期
高齢者

　

高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
と
は
、
医

療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
も
の

で
、
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

加
入
者
の
方
全
員
が
、
１
年
間
に
支
払
っ

た
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担

（
高
額
療
養
費
な
ど
を
除
く
）
を
合
計
し
、

基
準
額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た

金
額
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
29
年
度
分
の
支
給
要
件
・
支
給
基

準
額

支
給
要
件
▼
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
加
入
者
の
方
全
員
が
、
平
成
29
年

８
月
か
ら
平
成
30
年
７
月
末
ま
で
に
支
払

っ
た
医
療
保
険
お
よ
び
介
護
保
険
の
自
己

負
担
額
（
高
額
療
養
費
な
ど
を
除
く
）
が
、

次
の
算
定
基
準
額
を
超
え
た
場
合
、
自
己

負
担
額
か
ら
算
定
基
準
額
を
差
し
引
い
た

額
を
支
給
し
ま
す
。

※
自
己
負
担
額
か
ら
算
定
基
準
額
を
差
し

引
い
た
金
額
が
５
０
０
円
以
下
の
場
合

は
支
給
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

算
定
基
準
額
▼

① 

被
保
険
者
証
の
負
担
割
合
が
「
３
割
」

と
な
っ
て
い
る
方
→
67
万
円

② 

世
帯
員
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税

の
方
→
31
万
円

③ 

②
の
う
ち
、
世
帯
員
全
員
の
所
得
が

一
定
基
準
以
下
（
年
金
収
入
80
万
円
以

下
な
ど
）
の
方
→
19
万
円

④ 

①
、
②
、
③
以
外
の
方
→
56
万
円

■
支
給
の
対
象
と
な
る
方
へ
の
お
知
ら
せ

と
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
の
留
意
点

　

支
給
の
対
象
と
な
る
被
保
険
者
の
方
に

は
、
２
月
中
旬
に
お
知
ら
せ
を
す
る
予
定

で
す
。
お
知
ら
せ
が
届
い
た
場
合
、
有
田

町
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
の
健
康
福
祉
課 

後
期
高
齢
者
医
療
担
当
の
窓
口
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

次
に
該
当
す
る
方
に
は
、
申
請
の
対
象

と
な
る
旨
の
お
知
ら
せ
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
上
記
の
支
給
要
件
を
参
考

に
さ
れ
、
支
給
の
対
象
と
な
る
か
ど
う
か

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ
が
で
き
な
い
方
▼

平
成
29
年
８
月
か
ら
平
成
30
年
７
月
末
ま

で
の
間
に
、

・ 

市
町
を
越
え
る
転
居
を
さ
れ
た
方
（
県

外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
な
ど
）

・ 

他
の
医
療
保
険
制
度
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
移
ら
れ
た
方
（
75
歳
の
年

齢
到
達
者
な
ど
）

・ 

後
期
高
齢
者
医
療
の
資
格
を
喪
失
さ
れ

た
方
（
亡
く
な
ら
れ
た
方
や
生
活
保
護
を

受
け
始
め
た
方
）

■
時
効
に
つ
い
て
の
留
意
点

　

高
額
介
護
合
算
療
養
費
は
、基
準
日（
毎

年
７
月
31
日
）
の
翌
日
か
ら
２
年
を
経
過

す
る
と
時
効
と
な
り
、
支
給
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
申
請
は
、
基
準
日
の
翌
日
か

ら
２
年
の
間
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
計
算
期
間
（
８
月
～
翌
年
７
月
）
の
途

中
で
資
格
を
喪
失
さ
れ
た
方
の
基
準
日

に
つ
い
て
は
、
資
格
を
喪
失
さ
れ
た
日

の
前
日
（
死
亡
の
場
合
は
、
亡
く
な
ら

れ
た
日
）
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
▼

・ 

健
康
福
祉
課　

後
期
高
齢
者
医
療
担
当

☎
43
・
２
１
８
２

・ 

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
９
５
２
・
64
・
８
４
７
６
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町からのお知らせ行政ナビ１ 町からのお知らせ行政ナビ月

準
要
保
護
の
認
定
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

　

準
要
保
護
と
は
、
病
気
や
離
職
な
ど
の

理
由
で
、
経
済
的
な
支
援
が
必
要
な
小
中

学
生
を
も
つ
保
護
者
に
対
し
、
お
子
さ
ん

が
安
心
し
て
義
務
教
育
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
学
用
品
費
や
給
食
費
な
ど
を
援
助

す
る
制
度
で
す
。

　

平
成
31
年
度
の
認
定
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
次
の
要
領
に
よ
り
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

提
出
さ
れ
た
書
類
を
も
と
に
、
認
定
基

準
の
該
当
者
で
あ
る
か
ど
う
か
、
教
育
委

員
会
に
諮
り
審
議
さ
れ
た
後
、
認
定
が
決

定
さ
れ
ま
す
。

　

認
定
期
間
は
、
申
請
を
さ
れ
た
年
度
の

み
で
す
。
平
成
30
年
度
に
認
定
を
受
け
た

方
で
も
、
来
年
度
も
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
書
類
▼

①
就
学
援
助
申
請
書　

１
部

②
民
生
委
員
意
見
書

③
所
得
証
明
書
（
世
帯
全
員
分
）　

１
部

④
現
在
の
収
入
状
況
が
わ
か
る
書
類
（
源

泉
徴
収
票
・
給
与
明
細
〔

〕
な
ど
）

※
申
請
書
は
学
校
教
育
課
（
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
内
）
で
、
１
月
15
日
（
火
）
か

準要
保護

ら
配
布
し
ま
す
。

提
出
期
間
▼

１
月
15
日
（
火
）
～
２
月
13
日
（
水
）

提
出
先
▼

学
校
教
育
課
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

そ
の
他
▼

・ 

認
定
は
、
家
族
全
員
の
手
当
や
年
金
な

ど
を
含
む
全
て
の
収
入
状
況
で
判
断
し

ま
す
。

・ 

認
定
結
果
に
つ
い
て
は
、
３
月
末
ま
で

に
保
護
者
宛
て
に
通
知
し
ま
す
。

※
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
学
校

教
育
課
ま
た
は
地
区
の
民
生
委
員
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
年
度
途
中
の
申
請
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
学
校
教
育
課☎

43
・
２
３
２
４

有
田
町
教
育
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た

　

有
田
町
教
育
委
員
会
は
、
有
田
町
総
合

教
育
会
議
お
よ
び
定
例
教
育
委
員
会
で

協
議
を
重
ね
、
町
の
教
育
の
指
針
と
な

る
「
有
田
町
教
育
大
綱
」（
２
０
１
８
年
～

２
０
２
１
年
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
育
大
綱
に
基
づ
き
、
今
後
さ
ま

教育
〈 有田町教育大綱の基本理念 〉
「世界に誇れるまち 有田」をつくり、地域を支え、豊かな伝統・文化

を継承していくのは「人」である。夢や志を持って、頑張っていける

環境をつくり、社会に役立つ人間づくりに取り組む。

ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

縦
覧
場
所
▼

・ 

学
校
教
育
課
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

・ 

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

詳
し
く
は
▼
学
校
教
育
課☎

43
・
２
３
２
４

つなぐ

家庭

地域

学校

町・教育委員会

〈 「つなぐ」の意図 〉
１ 未来へつなぐ
　子どもたちの学びの連続性

を重視し、「幼稚園・保育園

と小学校」「小学校と小学校」

「小学校と中学校」「中学校と

高校・大学」が連携を図り、

今の学びが将来につながって

いくように、それぞれの立場
で連携・協力のもと支援を充実していく。

２ 互いが手をつなぎ好循環へつなぐ
　学校、家庭、地域、町・教育委員会が時には、二者で三者で四者で

互いに結びつき、同じ方向性を四者が向くことにより一体感が生まれ、

また好循環が生まれ、それぞれが元気になり活性化につながっていく。

３ 有田の歴史と文化をつなぐ
　歴史と伝統ある郷土を愛し、誰もが学び合い、知の循環型社会の形

成を図る。
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毎
年
、
冬
場
に
は
水
道
管
の
凍
結
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
凍
結

す
る
と
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、
水
道
管

が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

寒
波
の
到
来
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
注

意
を
促
し
ま
す
が
、
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
す

る
な
ど
対
応
は
早
め
に
し
ま
し
ょ
う
。
メ

水
道
管
の
凍
結
対
策
は
お
早
め
に

水道管
凍結
防止

ー
タ
ー
か
ら
家
側
は
利

用
者
さ
ま
の
管
理
と
な

っ
て
い
ま
す
。

■
凍
結
を
防
ぐ
た
め
に

・ 

露
出
し
て
い
る
水
道

管
に
市
販
の
保
温

材
を
巻
く
（
図
１
）。

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
（
図
２
）
の
中
の

管
が
む
き
出
し
に
な

ら
な
い
よ
う
に
市
販

の
保
温
材
や
土
を
か

ぶ
せ
る
な
ど
の
対
策

を
。

・ 

寝
る
前
に
、
蛇
口
か

ら
少
し
水
を
出
し
て

お
く
。

・ 

長
期
間
の
外
出
前
に

は
止
水
栓
（
図
３
）
を
閉
め
て
水
抜
き

す
る
。

■
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら

・ 

蛇
口
の
ハ
ン
ド
ル
は
無
理
に
回
さ
ず
、

露
出
し
て
い
る
部
分
に
タ
オ
ル
な
ど

を
巻
き
付
け
、
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
る
。

※
熱
湯
を
か
け
る
と
水
道
管
が
破
裂
す
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

・ 

凍
結
し
た
状
態
で
外
出
す
る
場
合
は
止

水
栓
を
閉
め
る
。

※
氷
が
溶
け
た
と
き
に
破
裂
箇
所
か
ら
漏

水
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
を

　

蛇
口
を
全
て
閉
め
た
状
態
で
、
水
道
メ

ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い
る
場

合
は
、
敷
地
内
で
の
漏
水
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

漏
水
に
よ
る
修
理
費
は
利
用
者
さ
ま
の

ご
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
状
況
に
よ
り
水

道
料
金
が
一
部
免
除
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
お
早
め
に
有
田
町
水
道
事
業
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
万
一
の
凍
結
に
備
え
て

・ 

飲
料
水
の
確
保
が
大
切
で
す
。

　

人
が
１
日
に
必
要
と
す
る
水
は
約
３
リ

ッ
ト
ル
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
１
人
１

日
３
リ
ッ
ト
ル
×
家
族
人
数
×
２
～
３
日

程
度
」
を
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・ 

生
活
用
水
の
確
保
も
忘
れ
ず
に
。

　

凍
結
時
は
洗
濯
や
ト
イ
レ
の
水
が
不
足

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
風
呂
の
残
り

湯
は
す
ぐ
に
捨
て
ず
に
溜
め
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

▲図３. 止水栓（レバー、バルブ、キャップの種類あり）

▲図１. 水道管の防寒方法

①市販の保温材を
水道管に取り付
ける。

②ビニールテープ
などを下から上
に重ね合わせて
巻き付ける。

←

←

▲図２. メーターボックス

■
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
や
温
水
器
の
配
管
凍
結

に
ご
注
意
を

　

近
年
、
凍
結
に
よ
り
「
エ
コ
キ
ュ
ー
ト

や
電
気
温
水
器
か
ら
お
湯
が
出
な
く
な
っ

た
」
と
い
う
お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
取
扱
説
明
書
を
ご
確
認
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
必
要
で
あ
れ
ば
お
買

い
上
げ
の
販
売
店
ま
た
は
工
事
店
へ
相
談

し
て
、
適
切
な
凍
結
防
止
対
策
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
上
下
水
道
課☎

46
・
２
７
４
６

　ふるさと納税で有田町に寄附いただいた件数と金額をお
知らせします。

■  ふるさと納税   ■

　   件　数 　　金　額
平成 30 年 11 月分 5,587 件 168,590 千円　
平成 30 年度累計 13,735 件 420,870 千円　

※キャンセルや返金などで前月以前分が変更になり、累計
が合わないことがあります。

 詳しくは▶総務課　☎ 46・2111

行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～
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町からのお知らせ行政ナビ１ 町からのお知らせ行政ナビ月

道
路
へ
張
り
出
し
て
い
る樹

木
の
管
理
を
！

　

道
路
や
歩

道
に
張
り
出

し
た
木
や

竹
は
、
歩
行

者
や
自
動
車

の
通
行
の
支

障
と
な
り
ま

す
。

　

倒
木
・
枝

支障木
伐採

■
民
地
か
ら
張
り
出
し
た
木
枝
葉
は

町
で
切
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

道路上の安全な通行
を確保するため、車
道 の 上 空「4.5 ｍ 」、
歩道の上空「2.5 ｍ」
の範囲内に障害があ
る物を置いてはなら
ないとしています。
これを建築限界とい
います。

車道
4.5 ｍ

歩道
2.5 ｍ

私有地 私有地 歩道 車道 

所有者による剪定または伐採が必要

葉
な
ど
を
原
因
と
す
る
事
故
が
生
じ
た
場

合
、
所
有
者
が
管
理
責
任
を
問
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
私
有
地
か
ら
張
り
出
し

て
い
る
樹
木
な
ど
は
土
地
所
有
者
の
方
に

所
有
権
が
あ
る
た
め
、
町
で
剪
定
・
伐
採

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

所
有
者
の
責
任
で
、
剪
定
・
伐
採
を
行

い
、
適
切
に
管
理
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
た
だ
し
、
道
路
通
行

の
支
障
と
な
る
竹
木
な
ど
、
緊
急
の
場
合

は
、
町
が
予
告
な
く
伐
採
・
撤
去
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
建
設
課　

☎
46
・
５
６
１
５

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
児
童
の

進
学
・
就
職
を
支
援
し
ま
す

　

県
は
、
母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
の
児
童

や
父
母
の
い
な
い
児
童
の
進
学
・
就
職
を

支
援
す
る
た
め
、
修
学
資
金
や
就
学
支
度

資
金
を
無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す
。

対
象
者
▼

平
成
31
年
度
に
高
校
・
大
学
な
ど
へ
の
入

学
を
希
望
さ
れ
る
方

申
請
受
付
期
間
▼
３
月
15
日
（
金
）
ま
で

　

左
記
以
外
に
も
、
生
活
資
金
や
転
宅
資

金
な
ど
の
貸
し
付
け
が
あ
り
ま
す
。

修学資金（円 / 月額）

学校種別 公　立 私　立

高等学校 27,000（34,500） 45,000（52,500）

高等専門学校 31,500（33,750） 48,000（52,500）

短期大学 67,500（76,500） 79,500（90,000）

大　学 67,500（76,500） 81,000（96,000）

大学院 修士課程  132,000　博士課程  183,000

就学支度資金（円）

学校種別 公　立 私　立

高等学校
150,000（160,000） 410,000（420,000）

高等専門学校

短期大学
370,000（380,000） 580,000（590,000）

大　学

大学院 380,000 590,000

※（　）は自宅外通学の場合。
※　専修学校（専門学校など）も対象になります。

進学
就職
支援

　

資
金
の
貸
し
付
け
に
は
い
く
つ
か
の
条

件
が
あ
り
、
申
請
後
、
審
査
を
経
て
か
ら

決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
期
日
に
余
裕
を
持

っ
て
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
は
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
▼

・ 

伊
万
里
保
健
福
祉
事
務
所　

母
子
保
健

福
祉
担
当　
　
　
　

☎
23
・
２
１
０
２

・ 
子
育
て
支
援
課　

母
子
福
祉
担
当

 

☎
25
・
９
２
０
０
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ガンバレ  アリタジン
マケルナ  アリタジン

有田のスポーツ情報

　

10
月
28
日
か
ら
11
月
17
日
に
か
け

て
「
第
20
回
佐
賀
県
プ
ロ
野
球
県
人

会
ド
リ
ー
ム
旗
争
奪
中
学
生
軟
式
野

球
大
会
」
が
み
ど
り
の
森
県
営
球
場

（
佐
賀
市
）
な
ど
で
行
わ
れ
、
西
有
田

中
学
校
が
初
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
県
内
各
地
区
か
ら
37

チ
ー
ム
が
出
場
。
２
・
３
回
戦
を
危

な
げ
な
い
試
合
運
び
で
勝
ち
進
む

と
、
準
々
決
勝
の
武
雄
中
戦
を
無
失

点
で
勝
利
。
続
く
準
決
勝
の
国
見
中

戦
で
は
、
山
口
奨
斗
く
ん
（
２
年
・

蔵
宿
）
の
ス
リ
ー
ベ
ー
ス
ヒ
ッ
ト
や

林
翔
く
ん
（
２
年
・
楠
木
原
）、
和
田

拓
夢
く
ん
（
２
年
・
上
内
野
）
の
ツ

ー
ベ
ー
ス
ヒ
ッ
ト
な
ど
で
得
点
を
挙

げ
、
守
備
で
も
相
手
に
点
数
を
与
え

ず
、
９
対
０
で
快
勝
し
ま
し
た
。

　

決
勝
の
武
雄
北
中
戦
は
１
点
を
争

う
接
戦
に
。
初
回
と
５
回
に
得
点
す

る
も
、
５
回
、
６
回
に
同
点
に
追
い

つ
か
れ
、
２
対
２
の
同
点
の
ま
ま
延

長
戦
へ
。
７
回
、
８
回
を
三
者
凡
退

で
抑
え
、
８
回
裏
に
押
し
出
し
四
球

で
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
を
制
し
、
初
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
林
く
ん
と
副
キ
ャ

プ
テ
ン
の
山
口
く
ん
は
「
優
勝
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
は
ど
こ
よ
り
も
強

か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
し

っ
か
り
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
で

体
力
を
つ
け
、
３
月
の
九
州
大
会
で

も
今
回
の
よ
う
な
連
打
を
発
揮
し
て

優
勝
を
狙
い
た
い
」
と
意
気
込
み
ま

し
た
。

　

西
有
田
中
は
11
月
24
日
、
25
日
に

行
わ
れ
た
「
古
伊
万
里
ラ
イ
オ
ン
ズ

杯
」で
も
全
試
合
コ
ー
ル
ド
勝
ち
し
、

優
勝
を
修
め
ま
し
た
。

ド
リ
ー
ム
旗
争
奪
中
学
生
軟
式
野
球
大
会

西
有
田
中
学
校 

初
の
頂
点
に

　

有
田
町
子
ど
も
ク
ラ
ブ
連
絡

協
議
会
が
主
催
す
る
「
第
13
回
有

田
町
子
ど
も
ク
ラ
ブ
駅
伝
大
会
」

が
12
月
２
日
、
歴
史
と
文
化
の
森

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
各
区
対
抗
で
行
わ
れ
、

今
年
は
15
チ
ー
ム
が
出
場
。
今
年

か
ら
区
間
数
が
12
区
間
か
ら
８

区
間
に
変
更
さ
れ
、
各
区
の
代

表
８
人
が
寒
さ
を
も
の
と
も
せ

ず
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
総
距
離

８
・
２
４
０
km
の
た
す
き
リ
レ
ー

を
行
い
ま
し
た
。

　

大
会
を
通
し
て
８
区
が
安

定
し
た
走
り
を
見
せ
、
2
位

の
5
区
に
45
秒
差
を
つ
け
て

見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
各
区
の
監
督
よ

り
、
特
に
頑
張
っ
た
選
手
を

「
優
秀
選
手
」
と
し
て
推
薦

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

大
会
の
成
績
は
次
の
通
り

で
す
。

優　

勝
▼
８
区
（
31
分
７
秒
）

準
優
勝
▼
５
区
（
31
分
52
秒
）

３　

位
▼
11
区
（
32
分
１
秒
）

区間賞受賞者（敬称略）

区間 （距離） 名前 区 タイム
１区間 （1,456m） 川崎　開翔 11 区 ４分 37 秒

２区間 （778m） 岩谷　瑞稀 ６区 ２分 58 秒

３区間 （856m） 西山蒼太郎 ３区 ２分 59 秒

４区間 （832m） 樋口　心温 ７区 ２分 56 秒

５区間 （624m） 谷口　　夢 ８区 ２分 14 秒

６区間 （1,436m）  小嶋　杏佳 ４区 ５分 25 秒

７区間 （1,228m） 旗島　　晴 ５区 ４分 12 秒

８区間 （1,030m） 百田　友菜 11 区 ４分   3 秒

優秀選手賞受賞者（敬称略）

区 名前 区 名前
１区 　副島　星菜 ９区 　今泉　友杏

２区 　長　　直輝 10 区 　岩永　元太

３区 　久野　　司 11 区 　筒井　澪心

４区 　小嶋　杏佳 12 区 　土谷　祐斗

５区 　旗島　　晴 13 区 　梅嵜　将一

６区 　淵　　太吾 14 区 　池田　夢唯

７区 　鷹巢　　凌 16 区 　 　　柚希

８区 ◎浦　　威吹  ※15 区は棄権

第
13
回
有
田
町
子
ど
も
ク
ラ
ブ
駅
伝
大
会

〝
万
全
の
た
す
き
リ
レ
ー
〟
８
区
に
栄
冠

※◎は最優秀選手

▲優勝した８区の皆さん
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ガンバレ  アリタジン
マケルナ  アリタジン

有田のスポーツ情報

　

10
月
27
日
、
28
日
に
、
５
年
生
以

下
の
少
年
野
球
大
会
「
第
32
回
嬉
野

親
善
少
年
野
球
大
会
」
の
決
勝
が
み

ゆ
き
球
場
（
嬉
野
市
）
で
行
わ
れ
、

桜
ヶ
丘
少
年
が
13
年
振
り
２
回
目
の

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
嬉
野
市
、
鹿
島
市
な

ど
佐
賀
県
西
部
地
区
か
ら
24
チ
ー
ム

が
出
場
し
、
両
日
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

予
選
リ
ー
グ
初
戦
の
能
古
見
少

年
（
鹿
島
市
）
戦
で
は
、
東
嶋
佑
和

さ
ん
（
曲
川
小
５
年
・
上
内
野
）
の

ラ
イ
ト
前
タ
イ
ム
リ
ー
や
、
岩
永

陽
生
く
ん
（
同
５
年
・
上
本
）
の
力

投
な
ど
で
３
対
１
で
勝
利
し
、
勢

い
に
乗
っ
て
決
勝
ま
で
進
み
ま
し

た
。

　

決
勝
は
大
草
野
少
年
（
嬉
野
市
）

と
の
対
戦
。
２
回
裏
に
先
制
さ
れ
る

も
、
直
後
の
３
回
表
に
岩
永
元
太

く
ん
（
同
４
年
・
上
本
）
の
レ
フ
ト

前
タ
イ
ム
リ
ー
で
追
い
つ
き
、
１

点
ず
つ
を
取
り
合
っ
て
、
２
対
２

の
同
点
の
ま
ま
７
回
へ
。
最
終
回

に
山
口
颯
斗
く
ん
（
同
４
年
・
上
内

野
）
の
ヒ
ッ
ト
で
ツ
ー
ア
ウ
ト
か
ら

チ
ャ
ン
ス
を
つ
く
る
と
、
岩
永
太

郎
く
ん
（
同
５
年
・
上
本
）
の
左
中

間
へ
の
タ
イ
ム
リ
ー
ツ
ー
ベ
ー
ス

な
ど
で
２
点
を
挙
げ
、
裏
の
攻
撃

を
三
者
凡
退
に
抑
え
て
見
事
に
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

福
田
修
司
監
督
（
下
内
野
）
は
「
今

大
会
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
中
心
に
み

ん
な
で
よ
く
守
れ
た
こ
と
が
優
勝

に
つ
な
が
っ
た
」
と
選
手
を
称
え

ま
し
た
。

第
32
回
嬉
野
親
善
少
年
野
球
大
会

桜
ヶ
丘
少
年
全
員
野
球
で
優
勝
つ
か
む

　

11
月
16
日
、
17
日
に
「
第
44
回
九

州
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」

が
大
分
県
別
府
市
で
開
催
さ
れ
、
佐

賀
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
「
西
有

田
」
が
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

西
有
田
は
準
決
勝
ま
で
を
ス
ト
レ

ー
ト
で
勝
ち
進
み
、
決
勝
は
３
セ
ッ

ト
目
ま
で
も
つ
れ
込
む
接
戦
の
末
に

敗
れ
は
し
た
も
の
の
、
粘
り
強
く
、

息
の
合
っ
た
チ
ー
ム
プ
レ
ー
で
前
回

出
場
時
の
３
位
を
上
回
る
準
優
勝
と

な
り
ま
し
た
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
川
尻
り
え
さ
ん（
立

部
）
は
「
よ
く
拾
い
攻
撃
に
つ
な
げ

ら
れ
た
こ
と
が
決
勝
進
出
に
つ
な
が

っ
た
」
と
大
会
を
振
り
返
り
、「
来
シ

ー
ズ
ン
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
準
優
勝
だ

っ
た
久
光
製
杯
佐
賀
県
マ
マ
さ
ん
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
優
勝
で
き
る
よ

う
頑
張
り
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

愛
し
と
ー
と
カ
ッ
プ
第
44
回
九
州
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

西
有
田 

ボ
ー
ル
つ
な
ぎ
準
優
勝 

　

12
月
８
日
、
９
日
に
「
波
佐
見
ド

ー
ム
杯
」
が
長
崎
県
波
佐
見
町
で
開

催
さ
れ
、
西
有
田
球
友
ク
ラ
ブ
が
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
波
佐
見
町
の
近
隣
市

町
か
ら
16
チ
ー
ム
が
出
場
。
西
有
田

球
友
は
安
定
し
た
試
合
運
び
で
予

選
、
準
決
勝
を
勝
ち
進
み
、
決
勝
に

進
出
。
波
佐
見
東
小
ア
ト
ム
ズ
と
の

決
勝
戦
で
は
、
選
手
全
員
が
チ
ー
ム

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
心
掛
け
、
10
対
３

の
大
差
を
つ
け
て
優
勝
し
ま
し
た
。

　

11
月
か
ら
新
チ
ー
ム
（
５
年
生
以

下
）
に
な
り
、
キ
ャ
プ
テ
ン
候
補
の

川
尻
裕ゆ

う

翔が

く
ん
（
大
山
小
５
年
・
立
部
）

と
佐
藤
文
平
く
ん（
同
５
年
・
上
山
谷
）

は
、「
逆
転
さ
れ
て
も
集
中
力
を
切

ら
さ
ず
に
気
持
ち
を
高
め
、
５
月
の

高
円
宮
賜
杯
全
日
本
学
童
軟
式
野
球

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で

は
、
県
で
優
勝
し
て
全
国
大
会
に
出

場
し
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

波
佐
見
ド
ー
ム
杯

西
有
田
球
友
優
勝 

全
国
も
視
野
に
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№124地域包括支援センターだより

地域包括支援センターは高齢者の総合相談窓口です。お気軽にご相談ください。
健康福祉課内地域包括支援センター（福祉保健センター）☎ 43・2196

11 月 23 日（金）に「有田町住民公

開講座」が有田町福祉保健センターで

開催されました。在宅医療・介護連携

推進事業の一環として、伊万里有田医

師会が主催され、有田町では初めての

開催でした。

医療にかかわる３人の専門職の方が

講演されました。町内からは、松尾内

科の松尾哲也医師が講演され、自宅へ

の訪問診療の話など、日ごろ町内で活

動されている内容を話されました。

また、講演後には、医療や介護に携

わる従事者の方々が寸劇を披露され、

会場は和やかな雰囲気になりました。

●認知症かな？と思ったときは･･･

　認知症は早期に発見して治療を始めれば、病気の進行を抑えることができます。本人が受診

を拒否される場合は、「認知症初期集中支援チーム」にご相談ください。

●認知症初期集中支援チームとは？

　認知症の方やその家族に早期に関わり、早期診断・早期対応できるよう医師・医療・福祉・

介護の専門職が支援を行います。

お気軽にご相談ください！！

☎43・2196	　（有田町福祉保健センター　健康福祉課）
８時30分～17時15分　　※土曜・日曜、祝日を除く。

相談専用

ダイヤル

認知症は「早期発見・早期診断・早期対応」が大切です

在宅医療・在宅介護
～見つめてみましょう！
あなたの暮らし・地域の暮らし～

ARITA 2019.1 22ARITA 2019.1 22



みんなで見守ろう！子どもの明日　～児童虐待防止～　vol.4
詳しくは▶子育て支援課　☎25・9200

「里親」になりませんか？

有田町役場子育て支援課	 ☎ 25・9200
佐賀県北部児童相談所	 ☎ 0955・73・1141

　◆里親について
　　詳しくは

里親の種類

里親とは？
　子どもたちは親の深い愛情に包まれて、家庭で心身ともに健やかに育

つことが望まれています。しかし、親の病気や死亡、育児放棄、虐待など、

さまざまな事情により帰るべき家庭がなく、小さな胸に心細さや不安が

いっぱいの子どもたちがいます。

　里親になるには、特別な資格などは必要ありません。子どもに愛情もって温かく育てていただける

家庭であれば、どなたでも申し込むことができます。「興味はあるけれど、私にできるのかしら…？」

と心配になる方もいらっしゃるのではないでしょうか。そのような方でも、まずは子育て支援課また

は児童相談所にお問い合わせください。

子どもの養育面でのサポートのほか、経済面でのサポート（養育費…生活費、学

校教育費、医療費などの支給）があります。

養育里親 親が育てられるようになるまでの一定期間、自分の家庭で育ててくれる里親

親族里親 両親がいない子どもを親族（祖父母や兄弟姉妹）が育てる里親

専門里親 虐待を受けた子どもや障害のある子どもなど、専門的な対応を要する子どもを育てる里親

養子縁組里親 将来、養子として育ててくれる里親

里親の期間 数か月～数年間まで、さまざまです。　※数日～数週間の短期里親もあります。

　　子育て支援課
　　または

　　児童相談所
　　　児童相談所へ

佐賀県知事　　
から　　

認定、登録　　

相談 申し
込み

里親
登録

里親になるためには

里親の子育てを支援

　そのような子どもたちを家族の一員として温かく迎え入れ、保護者の代わりに深い愛情と理解をもってご

家庭で育ててくださる方を「里親」といいます。

　　　家庭訪問など調査

児童福祉審議会に　
よる審査を経て　

子どもの養育を　　
理解するための　　
講義など　　

研修
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「タケんもん」で米粉ケーキを販売しました
　明けましておめでとうございます。

　協力隊となって２度目の有田の冬。ストーブと、

膝にすぐ乗ってくるネコを湯たんぽ代わりにして

暖かく過ごしています。夏生まれのせいか寒さが

苦手な私ですが、そろそろきんかんが食べられる

と思うと待ち遠しい気持ちです。寒いと温泉も格

別に気持ちがいいし、冬には冬の楽しみがありま

すね。皆さまも暖かくしてお過ごしください。

　11 月の終わり、有田・食と農業まつりでは私も

岳地区の方々と一緒に「タケんもん」という名前で

出店しました。「タケんもん」のブースでは、野菜

やゆず、炊き込みご飯、赤飯、お菓子、コーヒー

などを販売。さらには「タケんもん」という名前

にふさわしいオリジナル商品があったらいいね！

アリタカラ通信　- No. 19 -

毎月、地域おこし協力隊の活動をお届けします。今月は髙橋葉月さんのコラムです。

ということで作った米粉ケーキも登場しました。

　ケーキの材料は、米粉、砂糖、バター、こめ油、卵、

りんご、さつまいも、くり。一般的には小麦粉が

使われますが、米粉でもお菓子が作れます。こう

してみたらどうかな？とみんなで試作を繰り返し

た結果、余計なものを入れない、しっとりおいし

い秋味のケーキが完成しました。

　今後はその時々で旬の素材を取り入れた新作を

考え、イベントのときや「cafe 夜明け」( 私が月

に一度棚田で営業し

ている屋台のことで

す ) でも販売する予

定です。見かけた際

にはぜひ一度ご賞味

くださいね！

Ｌ
レ オ

ＥＯ鳥が運んでくるマイセンニュース  92

マ イ セ ン の 空 か ら 姉妹都市・マイセンのニュースやドイツ風
ビネット（コラム）をお伝えします。

明けましておめでとうございます！
祝・有田マイセン友好関係 40 周年！

PROFILE　　カイ・レオンハ－ト
ニックネームはレオ。1965 年マイセン市生まれ。自営業のア
ーティスト、デザイナー。マイセン ･ 有田友好協会の共同設
立者、現在の会長。2001 年から２年間、有田窯業大学校で講
師を務める。

　有田の皆さん、明けましておめ

でとうございます。

　毎年、新年初のコラムは熱が入

りますが、今年は特に思いが込も

ったコラムとなりました。私は書

いているだけでワクワクしている

のですが、皆さん、この理由はも

ちろん分かりますよね ?! 今年、有

田とマイセンの友好関係が 40 周年

を迎えるからです !!

　早速、１月 15 日に毎年恒例のマ

イセンの新年会がマイセン市役所

で行われますが、友好関係 40 周年

を記念して、40 年の歴史の中で初

めて、有田町長と有田町議会議長

が参加することになりました。駐

独日本大使の八木毅氏と彼の奥さ

まも来賓として参加されます。八

木夫妻の参加は、有田マイセン友

好関係にとって大変誇るべき出来

事であり、有田町とマイセン市の

交流に取り組む皆さんのたゆまぬ

努力のおかげです。

　この共通の思い出が有田町とマ

イセン市の皆さま、それにこの素

晴らしい友好関係に、幸福と友情、

健康をもたらすでしょう。マイセ

ン市民一同、有田町からの使節団

をお迎えできることを楽しみにし

ています。

　この新年会を皮切りに、友好 40

周年を記念して今後さまざまなイ

ベントが行われる予定です。記念

イヤーをみんなで祝うとともに、

今年のコラムの中で定期的に 40周

年記念をテーマとして取り上げて

いきたいと思います。

　2019 年が有田町とマイセン市の

皆さんにとって、健康で幸せあふ

れる、成功の１年になりますよう

に願っています。

　今年もよろしくお願いします。
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有田町の国際交流員、ヴィンセント・ポール・ホイザさんのコラムです。

No. ４

明らかになっ
た気候変動

　有田での初の冬を迎えました。

12月４日には、有田でも 24.6 度

を記録し、暖かい日が続きました。

幼い頃から寒い冬を過ごしてきた

ドイツ人の私にとって、この気候

が冬だとは信じられません。

　今年は日本での３度目の冬とな

りますが、１度目の初の冬を過ご

した宮崎県は、佐賀県よりも南に

位置していて暖かかったため、最

近よくその頃を思い出します。一

方、２度目の冬を過ごした福井

県は、天候が日本海からの風に

強く左右されるので、あの頃は

本当に大変でした。数カ月にわ

たって毎日のようにあられが降

り、日照時間も少なかったので、

多くの人が冬に落ち込み気味に

なる理由を痛感しました。今年

２月には大雪が降り、１週間以

上家に閉じ込められた人もいた

そうです。友達からは、スーパ

ーやコンビニから食料品がなく

なり、カップヌードルばかり食

べていたと聞きました。

　レオさんが前のコラムで述べ

ていた通り、ドイツでも今年の

天候が特に極端だったそうです。

夏には記録的な猛暑に見舞われ、

秋も例年よりはるかに暑くなり

ました。逆に、秋が終わった途端、

天気が激しく崩れて、場所によっ

ては既に真冬ほど寒いようです。

　前記の現象を全て気候変動の

せいにすることは難しいですが、

その影響を受けていることは明

らかです。ドイツでは昔から気候

変動を懸念する人が多く、「緑の

党」の党員や支持者が地球温暖化

の危機を主張し続けています。し

かし世界全体で見ると、残念なが

らその問題を無視または否定す

る政治家が増えているようです。

地球温暖化を食い止めるには、先

進国や新興工業国が率先して、世

界一丸となって取り組む必要が

あると思います。

ドイツ
Reporter

詳しくは ▼健康福祉課　	☎ 43・5065

皆さんに役立つ情報を紹介する保健師のコーナーです
保
健
師
と

い
っしょに

　体が冷えると血液がドロドロになって血液の流れ

が悪くなったり、酸素や栄養が全身に運ばれにくくな

ったりします。また、免疫力が低下することで、風邪

やインフルエンザなどの病気にかかりやすくなるな

ど、冷えは「万病のもと」と言われています。

　足に冷えの症状だけではなく、痛みや傷が治りにく

いなどの症状が現れたときには、閉塞性動脈硬化症（血

管が狭くなったり、詰まりを起こす）の可能性もあり、

その場合、足だけでなく心臓や脳の血管にも動脈硬化

が進行している危険性があります。「冷えは毎年のこ

とだから」と油断せず、症状が重くならないうちに対

処することが重要です。

●冷え症を改善する生活習慣

①身体を温める食事の工夫

　食材の中には体を温めるものとして、ショウガ、ニ

ンジン、タマネギ、納豆、サバ、鶏肉、ヤマイモなど

があります。色々な食材をバランスよく摂取すること

「冷え」を侮ることなかれ！！
～生活習慣の改善で冷え症対策～

が重要です。

②生活に運動を取り入れて筋肉を鍛える

　体の熱は、約６割が筋肉で作られているため、大き

い筋肉がある背中、太もも、お腹を鍛えると冷え症改

善につながります。運動する時間がなかなか取れな

い方には、ステップ運動（昇降運動）がおすすめです。

ステップ台の貸し出しも行っておりますので、健康福

祉課 (☎ 43・5065) までご連絡ください。

③長時間の入浴は逆効果

　熱いお湯に長時間入ると、心臓や内臓に負担がか

かります。38～ 40 度のぬるめのお湯に 15～ 20 分、

全身浴で体の芯から温めることが大切です。

④アルコールを飲みすぎない

　アルコールは血管を拡張し、皮膚から熱が出ていく

ため体温が低下しやすくなります。男性はビールだと

500mL、日本酒だと 160mL、女性は男性の半分が１

日の基準量です。飲みすぎには注意が必要です。
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イベント
▼行事名 ▼日（曜） ▼時間 ▼場所など
成人式 ３（木） 14時～ 焱の博記念堂
新春歩く会 ４（金） ８時 30分～ 中央運動公園
官公庁執務始め ４（金）
新年席書会 ５（土） 10時～ 焱の博記念堂
有田町消防出初式 ６（日） ８時 30分～ 焱の博記念堂
社協つどい場
おしゃVery カフェ

７（月）
21（月）

11時～ 15時
老人福祉センター
「ちとせ」

新年賀詞交歓会 ７（月） 16時～ 大有田焼会館
子育てサロン
「ちろりん村」

第２～５
火曜日

10時 30 分
～ 15時

老人福祉センター
「ちとせ」

リサイクルデー
20（日） 外尾山防災広場、立部リサイクルステ

ーション、有田町リサイクルプラザ９時～ 11時
社協福祉のつどい 2/3（日） ９時 30分～ 福祉保健センター

暮らしのカレンダー　  2019 年１月

休日医
伊万里休日急患医療センター		　　　　　　	　			☎ 23-9910

納付のお知らせ  　　　詳しくは

▲

税務課　☎46-2736

▼税目名
▼納期限・
　口座振替日

▼日（曜）

町県民税
第４期納期限 31（木）
口座振替日 25（金）

国民健康保険税
第８期納期限 31（木）
口座振替日 25（金）

後期高齢者医療保険料
介護保険料

第７期納期限 31（木）
口座振替日 25（火）

休日歯科医
▼日（曜）▼休日歯科医 ▼電話番号

１（火） いまり歯科診療所（伊万里市立花町） ☎29-8411
２（水） ますだ歯科医院（本町） ☎41-1184
３（木） 國谷歯科医院（伊万里市東山代町） ☎28-4668
６（日） 山口歯科医院（下本） ☎46-5470
13（日） 田中歯科医院（立部） ☎46-4828
14（月） 家永歯科医院（南原） ☎42-2074
20（日） 松尾歯科医院（伊万里市南波多町） ☎24-3070
27（日） 上田歯科医院（伊万里市大坪町） ☎23-8185

予防接種（個別）
▼予防接種名 ▼対象者・備考
Ｂ型肝炎ワクチン 生後２カ月～１歳未満
ヒブ 生後２カ月～５歳未満
小児肺炎球菌 生後２カ月～５歳未満
四種混合（百日咳 ･ジフテリア
･破傷風・ポリオ）

生後３カ月～７歳６カ月未満

ＭＲ（麻しん ･風しん）1期 １歳～２歳未満
水痘（水ぼうそう） １歳～３歳未満

ＭＲ（麻しん ･風しん）２期
平成 24年４月２日～

平成 25年４月１日生まれ
日本脳炎		１期 ３歳～７歳６カ月未満
日本脳炎		２期 ９歳～ 13歳未満
２種混合（ジフテリア・破傷風）	小学６年生

成人用肺炎球菌

※指定医療機関は健康カレンダーを参照してください。
　また、予約の際に接種日 ･時間をお確かめください。

今年度（平成 31年３月 31日までに）、65歳・
70歳・75歳・80歳・85歳・90歳・95歳・
100 歳で過去に接種したことがない方

相談
▼行事名 ▼日（曜）▼実施時間 ▼場所など

行政書士
無料相談会

16（水） 10時～ 12時
東出張所
相談内容：相続、遺言のみ

佐賀県行政書士会伊万里支部	冨永 (☎ 22-2312)

こころと
からだの相談日

月～金
８時 30分～

17時 15 分
福祉保健センター

消費生活相談
　　　　			９時～ 12時、
　　　　	13 時～ 16時 30 分
※１（火）・３（木）はお休み。

年金相談
（要予約）

９（水） 10時～ 15時 東出張所
予約は住民環境課へ（☎ 46-2114）

障害者相談
月～金

８時 30分～
17時 15 分

障害者生活支援センター
（☎ 23-3512）

発達障害児（者）
相談（要予約）

17（木）
31（木）

10時～ 17時 障害者生活支援センター

予約はNPO法人「それいゆ」へ（☎090-6296-7550）

視覚障害児（者）
相談

月～金
８時 30分～

17時 15 分
佐賀県立盲学校

（☎ 0952-23-4672）

こころの相談
（要予約）

29（火）
９時～ 16時　　　			役場１階町民ロビー内
（12時～ 13時は除く）			ミーティングルーム

予約は健康福祉課へ（☎ 43-2237）

人権・行政相談 16（水） ９時～ 12時
有田町西公民館	中会議室
生涯学習センター	青少年相談室

介護相談 15（火） 10時～ 12時 有田町社協会館
法律相談
（要予約）

15（火）
13時～ 16時 有田町社協会館

予約は社会福祉協議会へ（☎ 41-1315）

家計の困りごと
相談会（要予約）

18（金） 10時～ 16時 東出張所
※予約は前日 16時までに、グリーンコープ生協
　さがへ（☎0952-36-8402）

オストメイト相談
会＆情報交換会

24（木）
９時 30分～ 12時　伊万里市民交流プラザ
日本オストミー協会	古賀（☎ 090-4510-7503）

東出張所
（☎ 43-2105）

火・木

※１（火）～３（木）、14（月）はお休み。

※１（火）～３（木）、14（月）はお休み。

※１（火）～３（木）、14（月）はお休み。

保健事業　　　　　　　　　　※場所は福祉保健センターです。　　　 詳しくは

▲

健康福祉課　☎43-5065
▼行事名 ▼対象者・備考 ▼日（曜） ▼受付（実施）時間

母子手帳交付と母親学級 妊婦
４（金）・７（月）・15（火）・
21（月）・28（月）・2/4（月）

16時～16時 15分（17時まで）

母と子の広場 乳幼児と保護者 21（月）・28（月） （10時～ 12時）
れんげのつどい 乳幼児と保護者 ７（月）・2/4（月） （10時～ 12時）
４カ月児健診 平成 30年９月生まれ 29（火） 13時～ 13時 30 分
７カ月児健診・ＢＣＧ接種 平成 30年６月生まれ 22（火） 13時～ 13時 30 分
12 カ月相談 平成 30年１月生まれ 29（火） ９時～ 11時
１歳半児健診 平成 29年５月～６月 14日生まれ 15（火） 12時 45 分～ 13時 15 分
２歳児相談 平成 28月 12 月生まれ 22（火） ９時～ 11時
健康トレーニング体験教室 町内在住の方 ４（金）・2/1（金） 事前に予約が必要です
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情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情報ステーション情報ステーション InformationInformation

　

明
治
維
新
１
５
０
年
を
記
念
し

て
、
晩
香
窯
庄
健
の
各
時
代
の
作
品

や
所
蔵
資
料
を
、
明
治
期
か
ら
昭
和

期
に
か
け
て
の
有
田
の
時
代
背
景
と

と
も
に
紹
介
す
る
企
画
展
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

会
期
▼
１
月
14
日
（
月
・
祝
）
ま
で

※
月
曜
日
（
祝
日
は
開
館
）
は
休
館
。

開
館
時
間
▼
９
時
～
17
時

場
所
▼
九
州
陶
磁
文
化
館

入
館
料
▼
無
料

詳
し
く
は
▼
九
州
陶
磁
文
化
館

☎
43
・
３
６
８
１

有
田
晩
香
窯

明
治
か
ら
平
成
の
窯
元
の
軌
跡

九
州
陶
磁
文
化
館　

日
時
▼
１
月
26
日
（
土
）

13
時
30
分
～
（
受
付
13
時
～
）

場
所
▼
佐
賀
大
学
有
田
キ
ャ
ン
パ
ス

講
師
▼
多
治
見
市
陶
磁
器
意
匠

研
究
所　

所
長　

中
島
晴
美
氏

参
加
費
▼
無
料

定
員
▼
80
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限
▼
１
月
18
日
（
金
）

申
込
方
法
▼
左
記
へ
電
話
申
し
込

み
、
ま
た
は
氏
名
、
所
属
、
住
所
、

電
話
、メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
し
、

メ
ー
ル
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

佐
賀
大
学
肥
前
セ
ラ
ミ
ッ
ク
研
究
セ

ン
タ
ー　
　
　
　

☎
29
・
８
８
８
８

℻ 

43
・
３
０
３
３

add h-center@
m

ail.adm
in.saga-u.

ac.jp
や
き
も
の
産
地
と
作
家

多
治
見
に
お
け
る意匠

研
究
所
の
役
割

佐
賀
大
学
肥
前
セ
ラ
ミ
ッ
ク
研
究
セ
ン
タ
ー　

あ
り
た
ん
ひ
ろ
ば 

de

〝
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
〟

有
田
町
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
協
議
会　

　

仕
事
や
結
婚
、
勉
強
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
で
、
有
田
町
で
生
活
し

て
い
る
外
国
の
人
た
ち
が
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
ワ
ー

ル
ド
カ
フ
ェ
形
式
で
楽
し
く
お
し
ゃ

べ
り
を
し
な
が
ら
、
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
▼
１
月
19
日
（
土
）

18
時
～
20
時
（
受
付
17
時
30
分
～
）

場
所
▼
有
田
町
役
場　

町
民
ロ
ビ
ー

対
象
▼
小
学
５
年
生
以
上
の
町
民

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

参
加
費
▼
無
料

申
込
方
法
▼
ま
ち
づ
く
り
課
へ
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
当
日
の

飛
び
込
み
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

詳
し
く
は
▼
有
田
町
男
女
共
同
参
画

社
会
推
進
協
議
会（
ま
ち
づ
く
り
課
内
）

☎
46
・
２
９
９
０

平
成
31
年
２
月

県
営
住
宅
入
居
予
備
者
募
集

指
定
管
理
者　

川
原
建
設
㈱　

募
集
団
地
▼

伊
万
里
市
・
有
田
町
地
区
（
５
団
地
）

申
込
書
の
配
布
期
間
▼

２
月
１
日
（
金
）
～
13
日
（
水
）

受
付
期
間
▼

２
月
４
日
（
月
）
～
13
日
（
水
）

※
２
月
３
日
（
日
）、
９
日
（
土
）、

10
日
（
日
）、11
日
（
月
）
は
休
み
。

配
布
・
受
付
時
間
▼
９
時
～
19
時

※
２
月
１
日
（
金
）、
２
日
（
土
）

は
18
時
ま
で

受
付
場
所
▼
指
定
管
理
者　

川
原
建

設
㈱　

伊
万
里
管
理
室

（
伊
万
里
市
新
天
町
坂
口
１
２
２
・
４　

伊
万
里
総
合
庁
舎
別
館
）

添
付
書
類
▼
申
請
書
に
、
所
得
に
関

す
る
書
類
（
入
居
す
る
家
族
全
員
の

平
成
30
年
度
の
所
得
証
明
書
お
よ
び
平

成
30
年
分
の
源
泉
徴
収
票
）
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

公
開
抽
選
日
▼
２
月
19
日
（
火
）

詳
し
く
は
▼

指
定
管
理
者　

川
原
建
設
㈱

伊
万
里
管
理
室　

☎
20･

４
５
１
１

【有料広告】

0955 - 43 - 2500
お問い合わせ連絡先

有田ケーブル・ネットワーク ( 株 )

皆さまのお宅まで光ファイバーをお届けします。
ケーブルテレビはもちろん、インターネットサービスも快適環境でご利用になれます。

ケーブルテレビ＋インターネット
ケーブルプラス電話＋インターネット ＝ au スマートバリュー

※スマートバリュー適応には、条件があります。ご確認ください。
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情報ステーション情報ステーション InformationInformation

議
員
と
語
ろ
う
会

議
会
事
務
局　

　

有
田
町
議
会
は
、
地
域
や
個
人
の

声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
住

民
と
の
対
話
の
場
を
設
け
る
「
議
員

と
語
ろ
う
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
・
場
所
▼

①
２
月
13
日
（
水
）　

19
時
～
20
時

　

有
田
町
役
場　

町
民
ロ
ビ
ー

②
２
月
14
日
（
木
）　

19
時
～
20
時

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

視
聴
覚
室

テ
ー
マ
▼
有
田
の
産
業
振
興
と
教

育
、
福
祉
な
ど
に
つ
い
て

申
込
方
法
▼
議
会
事
務
局
へ
電
話
、

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の

申
込
書
に
記
入
し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
な

ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
議
会
事
務
局

☎
46
・
２
１
１
７

℻ 

46
・
２
１
０
０

　

松
浦
鉄
道
を
舞
台
に
し
た
旅
番
組

が
放
送
さ
れ
ま
す
。

放
送
日
時
▼
〔
サ
ガ
テ
レ
ビ
〕
１
月

３
日
（
木
）　

７
時
25
分
～
９
時
20
分

出
発
！
ロ
ー
カ
ル
線

聞
き
こ
み
発
見
旅

サ
ガ
テ
レ
ビ　

番
組
内
容
▼

海
沿
い
を
走

る
絶
景
路
線

で
、
下
條
ア
ト

ム
さ
ん
と
鈴

木
あ
き
え
さ

ん
が
、
伊
万
里
牛
や
海
の
幸
な
ど
美

食
の
数
々
を
堪
能
。
極
上
の
宿
と
温

泉
に
癒
や
さ
れ
、
江
戸
時
代
か
ら
伝

わ
る
有
田
焼
に
感
動
す
る
１
泊
２
日

の
聞
き
こ
み
発
見
旅
！
果
た
し
て
、

10
カ
所
の
名
所
登
録
達
成
な
る
か
!?

詳
し
く
は
▼
サ
ガ
テ
レ
ビ
（
代
表
）

☎
０
９
５
２
・
23
・
９
１
１
１

日
時
▼
２
月
10
日
（
日
）

９
時
～
16
時
（
８
時
40
分
集
合
）

場
所
▼
国
見
台
運
動
公
園
体
育
館

（
伊
万
里
市
二
里
町
大
里
甲
２
１
５
３
・
１
）

対
象
▼
小
学
４
年
生
以
下
の
児
童

受
講
料
▼
５
０
０
円

持
参
品
▼
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
受
講

料
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
（
運
動
が
で

き
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。）

定
員
▼
１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限
▼
１
月
31
日
（
木
）

申
込
方
法
▼
メ
ー
ル
に
氏
名
、性
別
、

学
年
を
記
入
し
、
左
記
へ
お
申
し
込

平
成
30
年
度
佐
賀
県
小
学
生

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
講
習
会

佐
賀
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会　

み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

佐
賀
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
小
学
生

部
会
事
務
局
（
井
上
）

☎
０
９
０
・
９
７
２
９
・
７
１
９
４

add shougaku@
saga-bad.jp

※
日
中
は
電
話
に
出
ら
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

職
種
▼
火
葬
場
長
（
非
常
勤
嘱
託
）

募
集
人
数
▼
１
人

職
務
内
容
▼
火
葬
場
施
設
、
火
葬
業

務
の
管
理
監
督
お
よ
び
予
算
の
執
行

な
ど
の
火
葬
場
運
営
業
務

任
用
期
間
▼
平
成
31
年
４
月
１
日
か

ら
１
年
間
（
更
新
す
る
場
合
も
あ
り
）

応
募
資
格
▼
平
成
31
年
１
月
１
日
現

在
、
伊
万
里
市
も
し
く
は
有
田
町
に

居
住
（
住
民
登
録
）
し
て
い
る
方

※
採
用
条
件
と
し
て
、
引
き
続
き
居

住
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

募
集
期
間
▼

１
月
４
日
（
金
）
～
31
日
（
木
）

提
出
書
類
▼
申
込
書
兼
履
歴
書
、
小

論
文
（
１
０
０
０
字
以
内
）

※
勤
務
条
件
や
申
込
方
法
な
ど
は
、

募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

募
集
要
項
、
申
込
書
兼
履
歴
書
、
組

合
指
定
原
稿
用
紙
の
配
布
場
所
▼

住
民
環
境
課
、
伊
万
里
・
有
田
地
区

衛
生
組
合
（
伊
万
里
市
二
里
町
八
谷

搦
６
２
７
・
３
）

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
伊
万
里
・
有
田
地
区
衛

生
組
合　
　
　
　

☎
23
・
７
１
７
０

伊
万
里
・
有
田
地
区
火
葬
場

「
や
す
ら
ぎ
斎
苑
」
場
長
募
集

伊
万
里
・
有
田
地
区
衛
生
組
合　

窯
業
技
術
セ
ン
タ
ー

平
成
31
年
度 

「
窯
業
人
材
育
成
事
業
」

研
修
生
募
集
（
４
～
９
月
期
）

　

県
は
、
将
来
の
陶
磁
器
業
界
を
担

う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
研
修
生

を
募
集
し
ま
す
。

研
修
コ
ー
ス
▼

「
ろ
く
ろ
」「
絵
付
」「
製
造
技
術
」

研
修
期
間
▼
６
カ
月

※
１
～
２
年
の
継
続
受
講
可

募
集
人
数
▼
20
人
（
３
コ
ー
ス
計
）

募
集
期
間
▼

１
月
７
日
（
月
）
～
31
日
（
木
）

募
集
対
象
▼
肥
前
陶
磁
器
業
界
へ
の

就
業
を
希
望
す
る
方

面
接
日
▼
２
月
15
日
（
金
）

詳
し
く
は
▼
窯
業
技
術
セ
ン
タ
ー　

窯
業
人
材
課　
　

☎
42
・
３
１
４
４

【有料広告】

弁護士　　鬼  橋  正  敏  （佐賀県弁護士会所属）

事務所　　〒 843 - 0022　佐賀県武雄市武雄町大字武雄字竹下 5663 - 2
　　　　  TEL ： 0954 - 22 - 6331　　
　　　　  FAX ： 0954 - 22 - 6332

弁護士法人

みどり法律事務所
Midori Law Office
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パ
ソ
コ
ン
の
お
手
入
れ
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

日
時
▼
２
月
９
日
（
土
）

・ 

午
前
の
部　

10
時
～
12
時

・ 

午
後
の
部　

13
時
～
15
時

場
所
▼
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

講
習
室

受
講
料
▼
無
料

定
員
▼
午
前
・
午
後
の
部
い
ず
れ
も

６
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限
▼
２
月
６
日
（
水
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

Ｎ
Ｐ
Ｏ 

シ
ニ
ア
情
報
生
活
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
佐
賀
（
野
中
）

☎
０
９
０
・
２
５
１
９
・
１
６
３
８

パ
ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
ス
マ
ホ

シ
ニ
ア
お
困
り
ご
と
相
談
会

Ｓ
Ｉ
Ａ
佐
賀　

伊
万
里
税
務
署

確
定
申
告
相
談
会
場
の
開
設

伊
万
里
税
務
署　

　

伊
万
里
税
務
署
の
確
定
申
告
相
談

会
場
は
、
２
月
18
日
（
月
）
か
ら
開

設
し
ま
す
。
受
付
時
間
は
９
時
か
ら

16
時
ま
で
で
す
。

　

２
月
15
日
（
金
）
ま
で
の
税
務
署

で
の
相
談
は
、
申
告
会
場
が
開
設
さ

れ
て
お
ら
ず
、
限
ら
れ
た
人
員
で
対

応
し
ま
す
の
で
、
大
変
お
待
た
せ
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

可
能
な
限
り
相
談
体
制
が
整
う
２

月
18
日
（
月
）
以
降
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
伊
万
里
税
務
署

☎
23
・
３
１
４
７

有
田
工
業
高
等
学
校

募
集
対
象
▼
陶
磁
器
・
デ
ザ
イ
ン
業

界
に
従
事
し
た
い
社
会
人

募
集
人
数
▼

・ 

窯
業
コ
ー
ス　
　
　

７
人

・ 

デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス　

７
人

修
了
年
限
▼
２
カ
年
（
週
３
回
、

17
時
45
分
～
21
時
10
分
〔
予
定
〕）

応
募
書
類
配
布
開
始
日
・
場
所
▼

１
月
10
日
（
木
）
～

有
田
工
業
高
等
学
校　

事
務
室

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

出
願
期
間
▼
１
月
10
日
（
木
）
～
２

月
１
日
（
金
）　

14
時
～
21
時

面
接
日
時
▼

２
月
19
日
（
火
）　

18
時
～

詳
し
く
は
▼
有
田
工
業
高
等
学
校

定
時
制　
　
　
　

☎
42
・
３
１
３
６

平
成
31
年
度   

有
田
工
業
高
等
学
校
定
時
制

第
43
期
聴
講
生
募
集

・ 東図書館（生涯学習センター　☎ 43・2327）

　開館時間：９時～18時

　休館日：月曜日、１月１日（火）～３日（木）

・ 西図書館（役場２階　☎ 46・2915）

　開館時間：９時～18時

　休館日：火曜日、１月１日（火）～３日（木）

図書館からこんにちは
  おすすめの本 ☆謹賀新年☆

  １月の開館時間・休館日

　新年明けましておめでとうございます。

　１月３日には成人式が行われますね。成人を迎え

られる皆さま、おめでとうございます。

　「若者が本を読まなくなった」と言われていますが、

感性のみずみずしいいま出会う本は、これからの人

生を豊かにしてくれるはずです。図書館は「出会い」

「七〇歳年下の君たちへ」
（五木寛之 著 / 新潮社）

　何を「生きる目的」にしてい

るか、生きていく上で、いかに

してピンチを克服するか。学生

に丁寧に示した授業の記録で

す。　　　　　	（東図書館所蔵）

「統計でふりかえる
  平成日本の 30 年」

（双葉社）

　日本人の食生活の変化や、会

社員の賃金など、時代を表す統

計をピックアップして、平成の

30年を振り返ります。

（西図書館所蔵）

のお手伝いができたら…

と思っています。

　今年もどうぞよろしく

お願いします。皆さまの

ご利用を職員一同お待ち

しています。

ん
が
、
伊
万
里
牛
や
海
の
幸
な
ど
美

食
の
数
々
を
堪
能
。
極
上
の
宿
と
温

泉
に
癒
や
さ
れ
、
江
戸
時
代
か
ら
伝

わ
る
有
田
焼
に
感
動
す
る
１
泊
２
日

の
聞
き
こ
み
発
見
旅
！
果
た
し
て
、

10
カ
所
の
名
所
登
録
達
成
な
る
か
!?

詳
し
く
は
▼
サ
ガ
テ
レ
ビ
（
代
表
）

☎
０
９
５
２
・
23
・
９
１
１
１
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「わくわく子ども横丁」開催 !!
あそぶ！まなぶ！むすぶ！遊びの楽

がっ

校
こう

 in ありた

日時▶２月 24日（日）　10時～ 12時

場所▶生涯学習センター北館　対象▶幼児から中学生まで

さまざまな遊びや体験ブースが皆さんをお待ちしています。

お友達と一緒に遊びに来てください♪

※詳細は広報有田２月号に掲載します。

詳しくは▶生涯学習課　☎ 43・2314

【有料広告】

防災行政無線の
メール登録をお願いします

防災行政無線を聞き逃した場合でも、携
帯電話に届くメールで内容を確認するこ
とができます。
右の QR コードを読み取るか、アドレス

（ 携 帯 電 話 用 ）「http://www2.town.arita.saga.jp/
apmmail/mob/」から登録をお願いします。
※電話で放送内容を確認するときは☎ 46･2961 まで。

■   定住促進住宅  空室状況   ■
定住促進住宅（サンコーポラス有田）の入居者を募集してい
ます。空室の見学もできますので、入居や見学を希望され
る方は建設課へご連絡ください。

詳しくは▶建設課　☎ 46・5615

空室数 〔12 月末日現在〕
７室　（１階：２室、４階：２室、５階：３室）　　　　

※ 11 月 16 日から 12 月 17 日までに掲載の申し出をいただいた方々です。

お誕生おめでとう（敬称略）
氏　名 保護者 地　区 
浦郷　涼楓（すずか） 寛康・礼美 戸　矢
笠原　佑心（ゆうしん） 大樹・望 戸　杓
徳永　彩乃（あやの） 一貴・藤菜 戸　杓
原口　莉理子（りりこ） 将太・有香 外尾町
前田　三登（みと） 就三・三起 外尾町
前田　柊（しゅう） 雄弥・祐加里 南　原
福田　乙葉（おとは） 将太・梓 山谷牧

おくやみ（敬称略）

氏　名  　　年　齢           地　区
富永　信子  　　９６           泉　山
二宮　ミツ  　１０４           中　樽
前田　幸作  　　８３           上幸平
円田　ミサ  　　８９           戸　矢
松尾　享治  　　８６           桑古場
馬場　節子  　　９１           戸　杓
古川　シヅヱ  　１０１           戸　杓
右近　有男　　  　　９２           外尾山
岩永　洋子  　　８７           丸　尾
江頭　雅明  　　８５           赤　坂
前田　淳二  　　４５           南　原
大串　民子  　　８７           南　山
森本　⻆子  　　８８           南　山
藤　トシエ  　　９５           舞　原
藤本　艶子  　　９８           北ノ川内
古川　貞子  　　９０           北ノ川内
岩永　クミ子  　　８９           下内野
川内　一男  　　８８           桑木原
立部　フヂエ  　　８９           立　部

人の動き 　　　　   平成 30 年 12 月１日現在

（前月比）
人　口   20,101 人 （－１７人）
男　性 9,395 人 （　－４人）
女　性 10,706 人 （－１３人）
世帯数 7,818 世帯 （－６世帯）

佐賀県の最低賃金が改定されました
■ 地域別最低賃金

・佐賀県最低賃金　７６２円（平成 30 年 10 月４日～）
■ 特定（産業別）最低賃金

・ 一般機械器具製造業関係　８４７円（平成 30 年 12 月 28 日～）
・ 電気機械器具製造業関係　８１６円（平成 30 年 12 月 26 日～）
・ 陶磁器・同関連製品製造業　７６３円（平成 30 年 12 月８日～）
　なお、①賞与などの臨時の賃金、②深夜などの割増賃金、
③通勤手当などは、最低賃金に含まれません。
詳しくは▶佐賀労働局　☎ 0952・32・7179
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有田町黒川丙627－20（曲川小学校から徒歩3分）
☎090-7162-7577
指導者　林　企予子

公文式 曲川教室
く も ん し き まがり か わ きょう し つ

♪KUMON曲川教室
移転オープン♫

曲川小学校

小嶋内科様四季ありた様

くもん♪いくもん

筒井石油様

北ノ川内交差点

国道202号
至佐世保★教室の詳しい情報がご覧頂けます⇒

【有料広告】

お誕生日おめでとう☆２月生まれ出演者大募集 !

対 象 者 …２月にお誕生日を迎える町内在住の３歳以下のお子さん
申込方法  …メールまたは郵送でお子さんの氏名（ふりがな）・生年月日・

性別・地区名・保護者の氏名・電話番号・ 写真にお誕生日
おめでとうメッセージ（40 字以内）を添えて下記係まで。

申込締切日  … １月 10 日（ 木 ）
あ て 先 … 〒 849 - 4192　有田町立部乙 2202　有田町役場　 
　　　　　　総務課　「 お誕生日おめでとう 」係
　　　　　    Ｅメール　soumu@town.arita.lg.jp
※ 応募多数の場合は抽選となります。写真は返却できません。

１歳

平成 29年１月 19日	生まれ

金
かね

子
こ

	凜
り

音
おと

	くん

（	泉山	）

１月生まれお誕生日おめでとう

２歳

誕生日おめでとう♡いつ

も笑わせてくれるりおく

平成 28年１月 17日	生まれ

樋
ひ

渡
わたし

	仁
じん

	くん

（	立部	）

３歳

梶
かじ

原
はら

	壮
そう

真
ま

　くん

平成 30年１月８日	生まれ
（	戸矢	）

生まれてきてくれてあり

がとう♡これからもすく

すく育って

ね！

平成 28年１月 12日	生まれ

いつも元気いっぱいな敬

大くん！いろんなことに

正
しょう

司
じ

	敬
けい

大
た

　くん

（	桑古場	）

３歳

チャレンジして、

ぐんぐん大きく

なってね (^-^)

ん☆姉妹に負

けない強い子

にな～れ☆

たあくん２歳のお誕生日

おめでとう！大好きな歌

林
はやし

	尭
たか

希
き

　くん

平成 29年１月 26日	生まれ

（	外尾山	）

２歳

と踊りをたく

さん楽しもう

ね♪

誕生日おめでとう !! 最近

はやんちゃ盛りが目立ち

ますがみんな

成長を嬉しく

思ってます☆

１歳のお誕生日おめでと

う！これからもにこにこ

浦
うら

	陽
よう

太
た

　くん

平成 30年１月 30日	生まれ

（	下本	）

１歳

元気いっぱい

のようくんで

いてね☆

平成 30年１月 29日	生まれ

まえ

田
だ

	逢
おう

介
すけ

	くん

（	黒川	）

１歳

おーちゃん１歳おめでと

う ! お兄ちゃんと仲良く

元気にすく

すく大きく

なってね♡
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日本で最も歴史ある陶磁展、「有田国際陶磁展」を今年も開催します。昨年は、美術工芸品・オブジェ部門では、
９年前の大臣賞受賞者が再び１席に輝き、産業陶磁器部門では、５年前に有田に帰ってきた若手が大臣賞を受賞
しました。ベテランから若手まで、参加者が増えてきており、過去には多くの人間国宝や芸術院会員が若い頃に
出品してきました。今回も、新たな挑戦をお待ちしています。

わが国における磁器発祥の地、佐賀県有
田町に世界の陶磁器作品を集め、一般の
鑑賞に供し、技術の交流、品質の向上、
デザインの改善を図り、伝統工芸の継承
と産業的発展を期して、この陶磁展を開
催します。

４月７日（日）～９日（火）

○美術工芸品・オブジェ部門
　文部科学大臣賞　ほか
○産業陶磁器部門
　経済産業大臣賞　ほか

○美術工芸品・オブジェ部門
叶　道夫

（日展特別会員、日本新工芸家連盟副理事長）
神谷　紀雄　

（日本工芸会）　　　　　
中ノ堂　一信

（京都造形芸術大学客員教授、工芸評論家）

○産業陶磁器部門
小坂　智子

（佐賀大学　芸術地域デザイン学部長）
高橋　俊宏

（株式会社ディスカバー・ジャパン
Discover Japan　統括編集長）
宮崎　守弘

（ミヤザキ食器株式会社　代表取締役社長）

４月 29 日（月）～５月 12 日（日）

商工観光課、有田商工会議所、有田観光
協会、佐賀県陶磁器工業協同組合、佐賀
県立九州陶磁文化館などで配布している
ほか、有田国際陶磁展ホームページでも
公開しています。

佐賀県・有田町・有田商工会議所

有田国際陶磁展事務局（商工観光課内）
☎ 46・2500　　FAX 46・2100
E-mail: syoko@town.arita.lg.jp

開催趣旨

受付期間

賞

審査員

審査員

展示期間

要項

主催

申込・
問合せ先
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